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第１章 序 論  

 

１．１．はじめに 

１．１．１．ヒップホップダンスとは 

ダンスは，様々な感情や思考をリズムによる運動を通して投影された情動的・知的な感

情形式（ドウブラー，1992）である．また，ダンスは人間の根源的な行為として，今日ま

でに，フォークダンスから劇場で上演されるクラシックバレエやモダンダンスにわたるま

で発展している（Smith，2010）．そのため，演者はどのダンスにおいても運動を通じて，

感情や思想を伝えられる身体を有することが求められる． 

ヒップホップダンスは，1960年代後半から 1970年代前半よりニューヨーク ブロンクス

にて，アフリカン アメリカンとプエリトリカンの若者の間でラップ，音楽，グラフィック

アート，ファッションと共にヒップホップカルチャーの一部として発展した（Rajakumar，

2012；Craine and Mackrell，2010）．そして，1980年代からはMusic Television（MTV）

等のメディアで放映された影響もあり，急速に普及したダンスである（Smith，2010）．ま

た，ヒップホップダンスは，路上で若者がヒップホップの音楽で踊っていたことから，ス

トリートダンスとも呼ばれている． 

日本においては，1980 年代中盤より，アメリカのヒップホップ音楽を取り入れ，日本語

の韻を踏んだラップで若者の日常を歌った音楽が人気を博し，日本独自のヒップホップ音

楽を生み出すようになった（Fischer，2013）．ダンスにおいては，映画「フラッシュダン

ス」に見られたストリートダンスや，1980 年代にはテレビ番組で「ダンス甲子園」と呼ば

れた全国の高校生を対象としたダンスコンテストが行われる他，ディスコやクラブの設立

などの影響もありダンスブームが巻き起こった．そのため，ヒップホップダンスを含む多

種多様なダンスは，ダンススタジオ，カルチャースクール，社会体育施設などで学ぶこと

ができ，2010 年以降，日本国内では約 6,000 件（NTT 電話番号情報株式会社，2011）の

教室が存在している．また，学校教育における体育授業で学ぶことも可能であることから，

ダンスは我々の生活の中で身近なものになってきている． 

 

１．１．２．現代的なリズムのダンスにおける課題 

平成元年までの中学校や高等学校における体育科目では，ダンスは女子を対象としてお

り，主に「創作ダンス」「フォークダンス」が主流として行われていたが，平成元年に行わ
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れた学習指導要領改訂により男女共修が可能となった（片岡，1991）．そして，平成 10 年

の改訂では「現代的なリズムのダンス」として，ロックやヒップホップなどの現代的なリ

ズムの曲でリズムに乗って自由に踊るダンスが新たに加わり，ダンス領域に広がりを見せ

るようになった（文部省，1999a，1999b）．さらに，平成 20年より小学校の表現運動では

3年生より「リズムダンス」の導入や，中学校ではダンスが男女必修となったことから，ダ

ンスは男女を問わず行われ，小学校から発達年齢に応じた指導の具体例が示されるように

なった（文部科学省，2011，2013）．これらの変遷に伴い，社会体育や学校体育におけるダ

ンスの魅力や楽しさに関する研究が行われている． 

ダンスの魅力や楽しさに関する研究は，社会体育としてのダンスの魅力（畑野，1986），

体育授業におけるダンスの楽しさ（畑野，1987），授業スタイル（東原ほか，1991；中村・

浦井，2006），生徒，教師の立場による楽しさ（林・北島，2002）がある．これらの研究は

主に創作ダンスを中心とした体育授業における学習場面や環境，内容に関する楽しさの研

究であり，それぞれの研究には楽しさを捉える概念，楽しさを規定する要因が統一されて

いなかった．さらに，ダンスに対する好き嫌いや，指導や仲間から受ける評価の認知によ

る楽しさを調査しているものであり，演者が踊っている時の状態や感覚を含むダンス活動

そのものの楽しさ，すなわちダンスの内発的動機付けを確認する調査は見受けられなかっ

た．そのため，学校体育において生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する資質や

能力を育成するならば，ダンスにおける内発的動機付けを含む楽しさを確認する尺度の開

発が求められる．特に「現代的なリズムのダンス」については，身近な音楽やメディアの

影響もあり，子ども達にとって授業や部活でやってみたいダンス（松本・寺田，2013；中

村ほか，2014）である一方，指導者側からは，指導者の力量不足やメディアによるダンス

の模倣に終わってしまうなど，指導方法について戸惑いも見受けられている（松本・寺田，

2013）．また，学習指導要領ではダンスのねらいを「感じを込めて踊ったりみんなで踊った

りする楽しさや喜びを味わい，イメージをとらえた表現や踊りを通じた交流ができるよう

になる」（文部科学省，2013）と定められているが，現代的なリズムのダンスの技能面にお

いては，ロックやサンバ，ヒップホップ等の音楽のリズムの特徴をとらえて踊ること，ま

たリズムに乗って全身で自由に弾んで仲間とかかわりあって楽しく踊ること（文部科学省，

2009，2013）としており，ねらいにある「感じを込めて踊る」といった表現性については

ふれていない．そのため，ダンスにおける内発的動機付けを含む楽しさを確認する尺度の

開発とともに，現代的なリズムのダンスにおける楽しさにおける表現について解明が必要
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とされる． 

 

１．２．本研究の目的と意義 

上述の課題をふまえ，楽しさに関するダンスパフォーマンスについて，演者の心理面に

ついてはスポーツ心理学の観点から楽しさを評価することとした．また，表出される演技

より楽しさの特徴をとらえるため感情表現に着目し，バイオメカニクスの観点からダンス

パフォーマンスを評価することを目的とした．これらの目的を達成することによって，ダ

ンス指導や実践場面において，感覚的にとらえられていた楽しさについて客観的に評価で

き，現代的なリズムのダンスにおいて新たな視座を与える可能性がある． 

 

１．３．問題の設定 

本研究では，現代的なリズムのダンスにおける楽しさについて，演者の内面性および外

面性に着目してパフォーマンスを評価することを主問題とした．その主問題を達成するた

め，以下の下位問題を設定した． 

１．ダンスの楽しさに関する尺度を作成し，その評価実用性を検証する． 

２．多様な感情表現によるダンスステップについて，表現動作を検証する．  

３．楽しさの表現の有無によるダンスステップについて，表現動作を検証する． 

 

１．４．仮 説 

 現代的なリズムのダンスの楽しさについて，演者の内面性および外面性に着目してパフ

ォーマンスを評価するにあたり，下位問題における仮説を以下に示す． 

１．ダンスにおける楽しさの尺度を作成することで，ダンスに対する学習者の動機付け，

挑戦水準と技能水準のバランスが確認でき，学習場面や指導場面に活用が可能である． 

２．ダンスのステップにおいて，感情の違いによる表現では脚の運びによって行われるた

め，異なる動作特徴をもつ． 

３．ダンスのステップにおける楽しさの表現は，脚の運びによって行われるため，楽しさ

の有無による表現では異なる動作特徴をもつ． 

 

１．５．用語の定義 

 本研究においては，以下のように用語を定義する． 
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１．表現動作の検証で取り扱うダンスについては，中学校学習指導要領解説（文部科学省，

2013）に記載されている「ロックやサンバ，ヒップホップなどの現代的なリズムの曲

で踊るダンス」より，ストリートダンスの一つであるヒップホップダンスのステップ

を扱うことする． 

２．ダンスにおけるステップとは，脚の運びのみならず，それに伴う腕の動きも含めた全

身の動作をさすものとする． 
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第２章 ダンス発表時におけるフロー体験の検討 

 

２．１．先行研究 

フローとは，人が評価や結果など物的報酬を目的とせず，活動自体に楽しさを見出し

「人々が行為に完全に没頭している時に感じる全人的感覚」（Csikszentmihalyi，1975）で

ある．そしてフローは，一過性の快楽や楽しみではなく，フローを多く経験することで，

生活を豊かにでき自己を向上させる主観的現象であり，生活全般の well-being が促進され

るという実証的根拠が蓄積されている（石村，2008；浅川，2010）．そこで，本研究では，

行為の原動力と考えられる内発的動機付けにおける楽しさに着目し，心理学者，社会学者

の Csikszentmihalyi が提唱したフロー（flow）理論を用いて，勝敗や記録の更新というス

ポーツの特性とは異なるダンスの楽しさを明らかにすることにした． 

Csikszentmihalyi の初期のフロー研究では，遊びやゲームといった余暇活動と仕事にお

いて，人々に楽しさの状態や性質について面接調査や質問紙調査を実施し，内発的動機づ

けにもとづく活動の特徴を明らかにした（今村・浅川，2003）．そして，Csikszentmihalyi 

の研究チームは，面接法，質問紙調査のほか，経験抽出法（Experience Sampling Method）

という 1日のうちにポケットベルが 8回，一週間で 56回ランダムに鳴った時の心境を質問

紙に回答，記述し，その結果を分析する方法で，フローが生じる概念を明らかにした．そ

れは，二つの主観的経験 (1)能力を必要とする挑戦的活動 (2)明確な目標とフィードバッ

ク と，六つの主観的状態 (3)焦点の絞られた集中 (4)行為と意識の融合 (5)自意識の喪

失 (6)行為の統制 (7)時間感覚のゆがみ (8)自己目的的な経験（活動自体に目的をもち行

った経験）である（チクセントミハイ，1996）．つまり，二つの主観的経験が均衡を伴った

時，いくつかの主観的状態の組み合わせ，またはすべての主観的状態の組み合わせが深い

楽しさの感覚を生むのである．そして，Csikszentmihalyi はフロー状態を説明するモデル

として，初期の研究より改良を重ね八分図のフローモデル（図 2-1）を発表している．図

2-1によると，縦軸が個人の挑戦，横軸が能力を示す．交点は個人の平均的な挑戦と能力で

ある．例えば，挑戦と能力が伴に高く，その交点を超える時にフローは始まる．また，そ

れらが平均水準より低いと無関心が経験される．その他，挑戦が低く能力が高い時には，

くつろぎを感じ，挑戦が高く，能力が低い時には不安になる．また，フロー体験の深さは，

個人の挑戦や能力が高くなるにつれ，深みを増すことを示している（チクセントミハイ，

1996，2003）．フローという主観的な状態は，行っている活動の環境と個人の知覚によって
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生まれるため，活動自体に楽しさを感じ，自己の目的のために活動してフローに入りやす

い傾向である人を，自己目的的パーソナリティーと呼んでいる．フローの状態にあるとき，

人は自分のもつ能力を最大限に発揮しており，その状態に内発的な報酬を感じるが，フロ

ー状態に入れるかどうかは，個人の知覚された行為能力と知覚された行為の機会との間の

均衡を確立するかどうかにかかかっており，その均衡は本質的に崩れやすいもの（チクセ

ントミハイ，2003）とされている． 

 

 

このフロー理論は個人や組織の能力を最大限にひきだすものとして，2000 年よりスポー

ツ，芸道，教育，経済，組織マネージメント，臨床心理，デザイン，ゲーム等の様々な分

野で研究が行われている（迫，2002；今村・浅川，2003；石村，2008）．スポーツの分野

では，Jackson による研究がある．Csikszentmihalyi とともに Jackson は一流スポーツ

選手を対象に面接調査を行い，フローは心理状態であるとしてスポーツにおけるフローの

概念には 9つの特性があると定義している（Jackson et al., 2010；ジャクソン・チクセン

トミハイ，2005）．それは，(1)挑戦と技能のバランス (2)行為と認識の融合 (3)明確な目

標 (4)明瞭なフィードバック (5)目前の課題への集中 (6)コントロール感 (7)自我意識

の喪失 (8)時間感覚の変化 (9)オートテリックな体験（内発的にやりがいのある体験であ

り自己目的的と同義語である．ギリシャ語で「auto」は自己を表し，「telos」は目的を表す．

図 2-1. 
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オートテリックとは Csikszentmihalyi によって作られた合成語）である．Jackson and 

Marsh（1996）はスポーツ場面でのフローを測定するため，9 つの特性について 4 項目ず

つ記載した 36項目の Flow State Scale（以下 FSSと略す．）を開発した．これに伴い日本

では，FSS を日本語に翻訳して，体育授業における日本語版 FSS（川端・張本，2000），

陸上競技選手のフロー経験（張本ほか，2000），短縮版授業用スポーツフロー尺度（小橋川・

張本，2002）が開発された．これらの尺度では，原版 FSSと文化の違いや対象となったス

ポーツの種類等で因子構造に違いがみられた． 

日常生活など生活全般でのフローの測定では，Jackson and Eklund （2002）が The Flow 

State Scale-2を開発した．さらに自己目的的パーソナリティーという，個人のフロー傾向

を測定する Dispositional Flow Scale-2を開発した後，The Flow Manual （Jackson and 

Eklund，2004，2010）を出版している．また，石村（2008）は独自にフローチェックリ

ストを作成し，臨床心理分野での介入方法などを研究している．しかし，The Flow State 

Scale-2やフローチェックリストの質問紙は，あらゆる分野にて使用できるよう設問項目の

文章表現が漠然としているため，調査対象者が対象となる場面を具体的に推測し回答しな

くてはならず，活動のどの場面にフローを得ているか明確に把握することは困難だと思わ

れる． 

ダンスにおける FSSを用いた研究では，日本語版 FSS（川端・張本，2000）を用いたス

トリートダンスのフロー研究（内山・小島，2006），ダンス学習における動機付けの研究（内

山・三浦，2006），ヒップホップダンス授業進度におけるフロー構造と受講学生の類型化（内

山・舩田，2010）があるが，日本語版 FSSはスポーツを対象としているため，質問項目の

中には対戦相手と関係する項目などがある．そのため調査対象者にとって，踊りのどの場

面にあてはめて回答すればよいか困難が予想され，日本語版 FSS をそのままダンスに適応

するには検討の余地がある．また，因子分析では主因子法によるバリマックス直行回転を

用いているため，下位尺度間における相関が予測されるのにもかかわらず，下位尺度間に

よる相関を認めていないことが課題である． 

 

２．２．目 的 

 フロー理論は現象学的アプローチによる内発的動機付けの楽しさであり，スポーツ以外

でも応用，活用されている．そのため，ダンス場面に適したフロー・スケールを開発する

ことは，ダンスにおける楽しさを表わす概念が統一され，様々なダンスのジャンルの指導
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場面において，学習者が捉えるダンスの楽しさ，動機付け，挑戦水準と技能水準のバラン

スが確認できる．特にダンス発表場面は自己の能力を最大に発揮できる場であり，スポー

ツにおける試合や競技会と類似した場面であるため，挑戦水準と技能水準のバランスが確

認しやすい．したがって，フローによる評価を開発することは，演者にはダンスの没入経

験が指標となり演技に対するフィードバックができること，指導者には学習者が楽しさを

感じられる指導内容の確認や改善に有効である． 

そこで本章では，日本語版 FSSを改編し，高校生を対象にダンス発表時のフローの構成

要因を明らかにすること，次に，評価実用化にむけてフロー構成要因より，ダンス経験や

指導スタイルの違いによるフローを検討することを目的とした． 

 

２．３．方 法  

２．３．１．調査対象 

調査は，近畿圏内にあるＡ私立高等学校の 1 年生から 3 年生女子 721 名に，体育祭での

ダンス発表について質問紙調査を行った．調査対象校では，現代的なリズムの音楽による

集団ダンス演技を，ダンス単元（9 時間～10 時間）を通して練習し，体育祭で発表してい

る．学年ごとに 1 作品を発表しており，演技時間は約 5 分程度である．この調査対象校で

は，集団によるダンス演技発表を 30年以上体育祭にて実施している． 

各学年における指導スタイルは，高校 1 年生，高校 3 年生の演技は，ダンスを専門とし

た体育教員等による振付作品であり，一斉指導が中心となっていた．一方，高校 2 年生の

演技は，ダンスに関心のある生徒らが中心となって作品を創り，授業では生徒が主体とな

り教え合い学び合う場面を設けて実施したものであった．生徒のダンス経験は，体育授業

のみが442名，体育授業以外に部活や習い事でダンスを経験している生徒は172名であり，

経験年数は 1年未満から 5年未満が 103名，5年以上 15年未満が 69名であった． 

なお調査にあたっては，調査対象校には研究の趣旨及び内容を説明し，了承を得た上で

実施した．また，調査対象となる生徒には，授業担当体育教員より研究の趣旨や調査の結

果が成績には反映されない等の説明を受け，同意を得た上で回答を得た．  

 

２．３．２．調査内容および方法 

ダンスにおけるフローを測定する質問紙（ダンス・フロー・スケール）を作成するため，

Jackson のスポーツにおける 9 つのフロー特徴から作成された 36 項目の FSS と日本語版
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FSS （川端・張本，2000）の尺度をもとに，ダンスを行っている時の状況を回想しやすい

表現に改めた．使用した項目においては，ダンス経験 30 年を有する実践及び指導者 1 名，

スポーツ科学者 1名，心理学者 1名の計 3名の判定によって採択され，5件法にて評価を行

うよう質問紙を作成した． 

 調査は，体育祭終了後の最初の授業時に授業担当教員より調査の趣旨を説明し，体育祭

でのダンス発表を通じて「楽しい」と感じる事柄を回想させ生徒に回答を求めた．回答に

は約 15分を要した． 

 

２．３．３．分析手順 

分析は，授業欠席者や記入漏れ等による不備を除く 614 名（有効回答率 85.1％）を対象

とした．調査対象となった人数内訳は，高校 1年生 199名，高校 2年生 207名，高校 3年

生 208名であった． 

分析手順は以下の方法で行い，統計処理には統計ソフト IBM SPSS Statistics 19 を用い

た．なお，有意水準は 5％未満とした． 

１）ダンス発表時におけるフロー構造を検討するため，探索的因子分析を行った． 

２）因子構造をもとに尺度の信頼性を求めた． 

３）因子得点をもとにダンス経験と指導スタイルの違いについて，マン・ホイットニー

の U 検定を行い，フロー得点の差異を検討した．ダンス経験については，運動経験

が長いほど日本語版 FSS によるフロー得点が高いという結果（小橋川ほか，2003）

より，本研究では，体育授業のみと部活や習い事でのダンス経験について因子得点

による比較を行った．次に指導スタイルについては，一斉指導によるダンス指導で

は，生徒が自ら考え判断する機会が乏しく，生徒にとっては「やらされている感」

を抱きやすい．そのため，生徒の主体性を重視し，思考，判断力を高め，運動によ

る楽しさや喜びを仲間との交流を通して育むことで，生涯にわたって運動に親しむ

資質や能力，継続につながるという観点（小林，2000 ；高橋ほか，2003；文部科

学省，2009）から，一斉指導と生徒主体による創作演技で比較した．  

 

２．４．結 果 

２．４．１．ダンス発表時における探索的因子分析によるフロー構造 

日本語版 FSSをもとに作成したダンス・フロー・スケールを用いて，ダンス発表時にお
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けるフロー構造を明らかにするため探索的因子分析を行った．初期解の設定では，最尤法

や重み付き最小 2乗法では，二重負荷のある項目や因子負荷量が .4未満の項目を削除する

と，ヘイウッドケースが生じため，初期解の設定を主因子法とし，プロマックス回転で分

析した．α係数が .7以上であり内的整合性を確保するため，二重負荷のある項目や因子負

荷量が .6未満の項目を削除し 20項目で因子分析を行った結果，スクリープロットの減衰

状況より，固有値 1以上の 3因子解を採用した（表 2-1）．  

因子の解釈には，因子負荷量 .50以上を対象とした．各因子の回転後の寄与率は，第 1

因子に 48.63％，第 2因子に 8.91％，第 3因子に 5.24％であり，3因子による累積寄与率

は 62.78％であった．第一因子の項目には，「自分が上手に踊れることは分かっていた」等，

フロー体験の前提要因である「技能と能力のバランス」について挙げられていた．また，「自

分自身のことは自分でコントロールできると感じていた」「スローモーションで起こってい

るように思えた」など，スキルの対するコントロール感や感覚に関する項目を含むことか

ら，第一因子を「ダンススキルの有能感」と解釈した．第二因子には「私は本当に楽しか

った」「踊っていたことに完全に集中していた」等から「夢中」，第三因子には，「踊ってい

る時，他人が自分をどう思っているか心配することはなかった」等，他者への意識が薄れ

ることから「自己意識の喪失」と解釈した．各因子の内的整合性を検討するため，因子ご

とにα係数を算出すると，第一因子よりα係数は .93, .93, .87であった．下位尺度間にお

ける相関では，第一因子と第二因子間では .63，第一因子と第三因子間では .55，第二因子

と第三因子間では .49であった． 
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  ダンススキル 
の有能感 

夢中 
自己意識 
の喪失 

第１因子 第２因子 第３因子 

30）自分が上手に踊れることは分かっていた。 .98 -.18 .01 

33）私の踊りの技能と発表で必要な技能は高いレベルでつりあっていた。 .93 -.14 .01 

32）どれくらい上手に踊れるか気づいていた。 .91 -.10 -.05 

27）どのように上手く踊れるか分かっていた。 .80 .09 -.05 

20）発表に必要とされたダンスの技能を十分持っていると感じていた。 .79 .06 .02 

36）自分自身のことは自分でコントロールできると感じていた。 .61 .19 .08 

9） 私は友人と同じ程度の技術を持っていると信じていた。 .57 .08 .14 

24）スローモーションで起こっているように思えた。 .57 .04 -.11 

2） 踊りの中で難しい状況でも対応するだけの技能を持っていた。 .57 .24 .07 

13）行っていることは、自分でコントロールしていると感じていた。 .55 .13 .13 

19）踊っている時、時間が遅くなったり早くなったり変化しているように感 
じた。 

.41 .29 -.18 

28）私は本当に楽しかった。 - .17 .99 -.05 

10）とても楽しい経験であった。 -.15 .89 .01 

18）発表の時のフィーリングが素晴らしくまた味わってみたい。 .12 .79 -.11 

1) ダンスは私を素晴らしい喜びに導いてくれた。 .09 .75 .01 

25）踊っていたことに完全に集中していた。 .10 .70 .04 

3） 私は完全に踊りに集中していた。 .02 .68 .12 

31）私のすべての意識は踊っていることに集中していた。 .20 .65 .03 

4） 踊っている時他人が自分をどう思っているか心配することはなかった。 -.08 .04 .92 

8） 他人が私をどう見ているかなどは気にならなかった。 .03 -.06 .85 

因子相関行列 ― .63 .55 
― .49 

― 

α係数 .93 .93 .87 

表 2-1. ダンス発表時におけるフロー因子構造 
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２．４．２．ダンス経験によるフロー体験の検証 

生徒が部活や習い事でのダンス経験がある場合と，体育授業のみの場合よるフロー体験

の差異を検証するため，ダンス経験者群と未経験者群（体育授業のみ）に分け因子得点の

比較を行った．各群の因子得点に正規性が成立せず，等分散が仮定されなかったためマン・

ホイットニーの U 検定を行った（表 2-2）．その結果，第一因子「ダンススキルの有能感」

の因子得点では，ダンス経験者群が未経験群より，効果量は小さいが有意に高かった（U = 

27851.0, p < .01, r = - .21）．第二因子「夢中」（U = 29073.0, p < .01, r = -.18）と第三因子「自

己意識の喪失」（U = 29186.0, p < .01, r = - .18）の因子得点もダンス経験者群が未経験群よ

り，効果量は小さいが有意に高かった． 

 

 

表 2-2.  ダンス経験の有無による因子得点の差異 

    人数 中央値 U 値 p 値 効果量 

第１因子 
経験あり 172 .258  (1.064) 

27851.0  p < .01** r = - .21 
経験なし 442 -.059  ( .908) 

第 2 因子 
経験あり 172 .361  ( .970) 

29073.0  p < .01** r = - .18 
経験なし 422 -.111  ( .947) 

第 3 因子 
経験あり 172 .304  (1.004) 

29186.0  p < .01** r = - .18 
経験なし 422 -.268  ( .890) 

（ ）内は標準偏差 
     

**, p < .01 

 

 

 

２．４．３．指導スタイルによるフロー体験の検証  

ダンスの指導スタイルによるフロー体験の差異を検討するため，ダンス専門教員等によ

る一斉指導による演技群（高校 1 年生と高校 3 年生の演技）と，生徒主体による創作演技

群（高校 2 年生）に分け因子得点の比較を行った．各群の因子得点に正規性が成立せず，

等分散が仮定されなかったためマン・ホイットニーの U検定を行った（表 2-3）．その結果，

第一因子「ダンススキルの有能感」の因子得点は，一斉指導による演技群と生徒主体によ
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る創作演技群に有意な差がみられず効果量もなかった（U = 38593.0, p = .089, r = - .07）．し

かし，第二因子「夢中」（U = 33321.0, p <.001, r = -.17）と第三因子「自己意識の喪失」（U 

= 36083.0, p <.01, r = - .12）の因子得点は，一斉指導による演技群が生徒主体による創作演

技群より効果量は小さいが有意に高かった． 

 

 

表 2-3.  指導スタイル別による因子得点の差異 

    人数 中央値 U 値 p 値 効果量 

第１因子 
一斉指導 407 .541  (1.001) 

38593.0  .089 n.s r = - .07 
生徒主体 207 -.026  ( .904) 

第 2 因子 
一斉指導 407 .148  ( .964) 

33321.0  p < .001*** r = - .17 
生徒主体 207 -.334  ( .945) 

第 3 因子 
一斉指導 407 -.903  ( .957) 

36083.0  p < .01** r = - .12 
生徒主体 207 -.292  ( .888) 

（ ）内は標準偏差 
    

**, p < .01 ***, p < .001 

 

 

２．５．考 察 

２．５．１．因子分析によるダンスのフロー構造とダンス・フロー・スケールの有用性 

探索的因子分析を行った結果，3 因子が抽出され第一因子より「ダンススキルの有能感」

「夢中」「自己意識の喪失」と解釈した．これは先行研究の Jacksonのフロー9因子や，体

育授業での 6 因子，陸上競技での 7 因子とは異なる結果となった．本調査では，第一因子

にフローの特徴である「挑戦と技能のバランス」「行為と認識の融合」「明瞭なフィードバ

ック」「コントロール感」「時間感覚の変化」の 5 要素が混在していた．また第二因子には

「オートテリックな体験」と「目前の課題への集中」が混在していた．因子間相関では第

一因子「ダンススキルの有能感」と第二因子「夢中」が .63 と高く，第二因子「夢中」と

第三因子「自己意識の喪失」が .49 であり最も低かった．これらの結果は，先行研究によ

る因子数と異なり，第一因子と第二因子に因子が集約されていたことより，高校生は感情

を詳細に分析する能力や認識が未分化であったことが考えられる．次に信頼性の検討では，
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α係数が第一因子より .93， .93， .87 であった．ダンス・フロー・スケールは日本語版

FSSをダンス場面に適応できるよう改編したこと，先行研究と同様，Csikszentmihalyiや

Jackson がフローの前提条件として挙げている「挑戦と技能のバランス」に関する項目が，

第一因子として抽出されたことより，ダンス・フロー・スケールとして尺度の信頼性が得

られたと判断した． 

次に因子分析による因子構造をもとに，高校生のダンス発表場面でのフローについて検

討すると，第一因子の「ダンススキルの有能感」では，「私の踊りの技能と発表で必要な技

能は高いレベルでつりあっていた」「発表に必要とされたダンスの技能を十分にもっている

と感じていた」という項目が抽出された．「発表に必要な技能」とは，振付を習得すること

と考えられ，ダンスにおける「技能と能力のバランス」とは振付（技能）に対する自己の

ダンス能力のバランスだと考えられる．そして，第二因子に抽出された「夢中」では，「私

は本当に楽しかった」「踊っていたことに完全に集中していた」等の項目があり，第一因子

と第二因子の因子間相関が .63 であった．この結果から，生徒らにとって「必要とされた

ダンスの技能をもつ」ことや「自分でコントロールできる」ことが「本当に楽しかった」「踊

っていたことに完全に集中していた」と関連しており，高校生は発表時に「有能感がある

から夢中になって踊っている」，あるいは「夢中になって踊るにはダンススキルの有能感が

ある」と考えられる．長見（2010）によると「体育学習においては形成する能力の中身（学

習内容）を運動技術・戦術としてとらえて」おり，運動による楽しさの経験が「もっとう

まくなりたい，強くなりたいといった自発的な学びを喚起させる」ことから，体育学習で

重要な楽しさは，情意レベルの楽しさではないと指摘している．また，Csikszentmihalyi

は人が評価や物的報酬を目的とせず，活動自体に楽しさを見出し，行為に完全に没入して

いる時に感じる感覚をフローと定義し，浅川（2010）がフローは自己を向上させる主観的

現象と述べている．このことから，ダンスの活動自体に楽しみを感じ没入状態であるフロ

ーを体験することは，「もっとうまくなりたい」「上手に踊りたい」という意欲が内発的動

機として原動力となり，自己を向上させ，その結果，フローの一要因である「ダンススキ

ルの有能感」の獲得につながると考えられる． 

従来の学校体育におけるダンス学習では，現代的なリズムのダンスにおけるダンススキ

ルが系統化されていないため，他のスポーツとは異なり，技を磨くといった指導を「単な

る踊り方の学習」（中村・浦井，2006）として見なされる傾向がある．しかし，

Csikszentmihalyi（1975）は初期のフロー研究で，社交的な場で踊られるロック・ダンス
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を対象にした調査では，挑戦課題を「動作」，「音楽」への反応，「パートナー」との関係，

「ダンス全体」に設定し，技能と挑戦とフローとの関係を明らかにした．その結果，

Csikszentmihalyi は「参加者がロック・ダンスを楽しもうとするならば，その技能を練習

せねばならない」と述べ，チェスやロック・クライミング，手術などを対象としたフロー

の調査と同様に，ダンスにも技能と挑戦の機会が含まれていると指摘している．本研究に

おいても第一因子「ダンススキルの有能感」が抽出されたことにより，Csikszentmihalyi

の結果を支持することになった．そのため，ダンス・フロー・スケールを用いて質問紙調

査を行うことは，練習や発表などのダンス場面で，指導者や学習者にフローを通じて技能

と挑戦のバランスを確認することが可能となる．特にダンス発表場面は，自己の能力を最

大に発揮できる場であり，スポーツにおける試合や競技会と類似した場面である．ダンス

発表時のフローを明らかにすることで，指導者にとっては，生徒の学習成果や発表の場に

おける生徒の楽しさや没入感覚について確認ができること．そして，生徒のレディネスが

確認でき今後の指導内容の改善に役立つことができる．また，生徒にとっても「楽しい」

という主観的感情をもとにダンス・フロー・スケールを用いて自己点検することで，客観

的にダンスに対する自己の能力と挑戦課題を認識することができる．さらに，縦断的に練

習過程や発表までをダンス・フロー・スケールを使用することで，指導者と学習者がダン

スに対する認識や能力と挑戦のバランスを経時的変化にて確認することも可能なことから，

ダンス・フロー・スケールの有用性が示唆された． 

 

２．５．２．ダンスにおけるフロー体験と継続性の検討 

授業外で部活や習い事などのダンス経験と体育授業のみの者によるフロー体験の差異を

検証するため，ダンスの経験者群と未経験者群に分け因子得点の比較を行った． 

マン・ホイットニーのＵ検定を行った結果，第一因子「ダンススキルの有能感」，第二因

子「夢中」，第三因子「自己意識の喪失」の因子得点が，ダンス経験者群が未経験者群より

効果量は小さいが有意に高かった．結果より，ダンス経験の違いでダンススキルに対する

有能感と夢中や自己意識の喪失に有意な差があることから，ダンススキルの習得経験がダ

ンスに対する没入体験を有意に高めていることが示唆された．チクセントミハイ（2003）

は，「フローを経験すると，人はその活動に固執したり，その活動を繰り返すようになる」

とフローのもたらす特徴を挙げている．これは授業外でダンスを経験している生徒は，す

でに授業外でダンスの楽しさ，すなわちフローを経験している，あるいは経験しやすくな
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っていると考えられる．小橋川ほか（2003）は，運動経験による FSSフロー得点の比較を

行っており，9つの特性と部活動経験を比較した結果，運動部所属者は非運動部所属者に比

べて，各因子のフローを広く深く経験していることが明らかになったことを報告している．

また徳田（2004）は，FSS を参考に独自の質問紙を作成し，スポーツ選手の経験年数や性

格特性など個人内要因とフローの差について調査を行った結果，「5 年以上のスポーツ経験

をもった選手は，スポーツ時のフロー感覚をより経験する」ことが明らかとなり，「スポー

ツを長くプレイしている人の方が，感情や感性は豊かである」と報告している．本研究に

よるダンス経験者 172 名の経験年数の内訳は，5 年未満が 103 名，5 年以上 15 年未満 69

名であった．ダンス経験者 172 名中，40％が 5 年以上ダンスを経験しているため，ダンス

経験者群はフローを体験しやすい母集団であったといえる． 

これらの結果より，生徒が体育授業のみで高いフロー体験を得るには，ダンス単元を 1

年間のみで実施するのではなく，2 年間，または 3 年間と選択し継続して実施することが，

生徒にとってよりフローを経験し，生涯にわたってダンスを行う資質を育む上で重要だと

いえる．そのため，ダンス・フロー・スケールを用いて，指導者がダンス発表などを利用

して縦断的に測定することで，生徒の能力にみあった学年別カリキュラム編成や授業計画，

そして，指導内容の確認，授業内容や計画の改善に活用できると考えられる． 

 

２．５．３．フロー体験を伴う指導スタイルの検討 

ダンス専門教員等の一斉指導の演技（一斉指導群）と生徒主体の創作演技（生徒主体群）

によるフロー得点の差異を検討した結果，第一因子「ダンススキルの有能感」の因子得点

では，一斉指導群と生徒主体群には有意な差がみられず効果量はなかった．第二因子「夢

中」と第三因子「自己意識の喪失」の因子得点は，一斉指導群が生徒主体群より効果量は

小さいが有意に高かった．「ダンススキルの有能感」には両群に有意な差はみられなかった

が，「夢中」「自己意識の喪失」に一斉指導群の因子得点が有意に高かったことから，今回

の調査では教員による振付や一斉指導に，生徒らが夢中になれる要素が含まれていたと推

察される．中村・浦井（2006）は独自の質問紙調査で，高校生を対象とした創作ダンスと

現代的なリズムのダンスの楽しさを検討しているが，現代的なリズムは，教師指導による

リズムにのる既成の踊り方の学習であるため「創る」「観る」楽しさや学習の態度や学び方

について，あまり成果が期待できないことを報告している．しかし，中村・浦井の調査結

果でも，現代的なリズムのダンスにおける生徒の運動技能の獲得や踊る欲求は創作ダンス
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より上回っていた．先行研究や本研究の結果をふまえると，教師指導による一斉学習は「夢

中」や「自己意識喪失」を有意に高められる指導スタイルである可能性が考えられる．一

斉指導によるダンス指導は，生徒が自ら考え判断する機会が乏しく生徒にとっては「やら

されている感」を抱きやすい．また，生徒主体の創作演技の方が生徒の主体性や仲間との

交流を重視するためフローを体験しやすいと推測されるが，本研究の結果をふまえると，

生徒が創作した作品を発表しフローを体験するには，作品内容における生徒の挑戦水準と

技能水準とを高めなければならないと推察される．そのため，指導者は生徒に今あるダン

ス技能や能力を用いて創作させるのではなく，生徒にとってふさわしい挑戦課題見つけ，

適切な助言や支援を行うこと．また，生徒のダンススキルを向上させ，生徒が創造した事

柄を体現しやすい身体づくりや仲間づくりを行うことが必要であると考えられる． 

現代的なリズムのダンスは，課題達成型ダンスとしてリズムにあわせて複雑な動きに対

応できるコーディネーション能力を獲得できる可能性を含めた教材であり，練習（トレー

ニング）によってスキルを獲得することが可能である．因子分析の結果により，ダンス発

表時における楽しさには，第一因子に「技能と能力のバランス」があげられた．そのため，

現代的なリズムのダンス学習においては，学習指導要領（文部科学省，2009，2013）に「リ

ズムに乗って全身で自由に踊る」以外にも最低限のダンスの技術系統を明示し，リズムの

特徴を生かした指導スタイルや指導法の開発が必要であると思われる．今回の調査では，

一斉指導群の各因子得点は生徒主体群の因子得点に比べ高く，特に第二因子，第三因子の

因子得点が有意に高い結果であったことから，一斉指導の良さを再検討し，学習のねらい

や目標に応じて指導スタイルを検討することが示唆された． 

 

２．６．まとめ 

第 2章では高校生のダンス発表場面を対象として日本語版 FSSを改編し，ダンス発表時

のフローの構成要因を明らかにすること，次に評価実用化にむけて，フロー構成要因より

ダンス経験や指導スタイルの違いによるフローを検討することを目的とした．その結果，

以下の 3点が得られた。 

１）探索的因子分析の結果，3因子が抽出され「ダンススキルの有能感」「夢中」「自己意

識の喪失」と解釈した． 

２）評価実用化のためにダンス経験によるフローを因子得点の比較によって検討した結

果，体育授業外でのダンス経験者群が体育授業のみの未経験者群に比べ「ダンスス
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キルの有能感」「夢中」「自己意識の喪失」の因子得点が有意に高かった． 

３）指導スタイルの違いについて，一斉指導群と生徒主体群の因子得点を比較した結果，

「ダンススキルの有能感」の因子得点に有意な差はみられなかったが，「夢中」「自

己意識の喪失」では一斉指導群の因子得点が有意に高く，指導スタイルの違いによ

り差がみられた． 

したがって，ダンス・フロー・スケールによるダンス発表時のフロー体験は「ダンスス

キルの有能感」「夢中」「自己意識の喪失」によって構成されており，ダンス経験や指導ス

タイルによる指導内容の検討が可能であることが示唆された． 
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第３章 ダンスステップにおける感情表現の検討  

 

３．１．先行研究 

舞踊は様々な感情や思考をリズムによる運動を通して投影された情動的・知的な感情形

式（ドウブラー，1992）であるため，多種のステップで演技が構成されるヒップホップダ

ンスにおいても，感情表現が可能であると推察される． 

感情と動作に関する研究は，工学やメディア情報科学の分野で行われており，身近な例

として，ペットロボット（AIBO）にみられるように，人間の感情を認識し感情を表現する

ロボットの動作と印象に関する研究（齊藤ほか，2003）や，家庭用ゲーム機（Wii リモコ

ン）の加速度センサを用いて，歩行運動で楽しさ，悲しさ，怒りの感情表現の識別を行う

研究（飯村ほか，2011）がある．これらの研究では，日常動作で感情表現が可能であり，

表現された感情は他者に識別できることを示している．ダンスの感情表現に関する研究で

は，人間の自然な動きに最も近いという理由で，モダンダンスによる三次元動作解析を用

いた研究が多く行われている（Camurri et al.，2003；Sawada et al.，2003；澤田ほか，

2006；澤田，2009；澤田，2010）．澤田ほか（2006）は，被験者に 3 秒間の右腕による自

由表現を求め動作分析を行った結果，楽しさ，悲しさ，怒りの感情による表現は，それぞ

れ異なる動作の質の構造や軌跡を持つことを明らかにしている．また，空間性に関する研

究（澤田，2009）では，全身の表現について, 撮影した映像の１フレームごとに身体部位

座標位置の X・Y・Z 座標の最大・最小値からなる直方体の体積を求め，5 秒間の表現の平

均値，最大値および最小値と，体積の変化量の最大値および最小値を算出している．その

結果，喜びの表現では悲しみと怒りの感情と比較して，身体の空間的な広がりが大きい特

性を持つことを報告している．さらに舞踊未熟練者では，右腕の表現動作について，感情

の種類と強度の 2 要因を表現する場合，感情の強度のみ速度や距離を変化させて表現しよ

うとしていること（澤田，2010）が明らかになった．これらの結果から，モダンダンスに

よる自由表現では，感情の違いによって，動作の質や軌跡，空間が異なることが明らかに

なっている． 

一方，ヒップホップダンスはストリートダンスのジャンルの一つであり，振りといわれ

る各種ステップの構成によって行われるダンスである．そのため，ヒップホップダンスを

含むストリートダンスを対象にした研究では，初心者と上級者の動作解析を行うことで技

術向上の支援を目的に行われているが（宮本・阪田，2009；佐藤ほか，2010；飯野ほか，
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2011），表現に関する研究は見受けられない． 

 

３．２．目 的 

 本章では，ストリートダンスの１つであるヒップホップダンスについて，モダンダンス 

と同様に感情表現が可能であり，ヒップホップダンスのステップにおいて，感情の違いに 

よる表現では脚の運びによって異なる動作特徴をもつと仮説を設定した．その仮説を検証 

するため，ヒップホップダンスの代表的なステップを取り上げ，感情の違いによる動作特 

徴量を求め判別を行うことで，感情の違いによる表現の可能性を確認することとした．ま 

た，感情の違いに関わる代表的な動きを抽出し，その動作の特徴を明らかにすることで， 

ヒップホップダンスにおける感情表現について検討することを目的とした． 

 

３．３．方 法 

３．３．１．被験者 

ヒップホップダンス，ジャズダンス，民族舞踊（よさこい），クラシックバレエ，モダン

ダンスを経験している大学生以上の男女 10名（男性 5名，女性 5名，平均年齢 26.9±12.8

歳，平均舞踊歴 4.6±6.2 年）を被験者とした．被験者には，事前に実験目的および実施方

法を口頭ならびに書面にて説明し，協力の同意を得て実験を行った．なお，本研究は京都

工芸繊維大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施された． 

 

３．３．２．実験内容および方法 

演技中における演者の表現を分析するため，被験者には実験用に用意された 80秒のヒッ

プホップダンスが用いられた．分析には，ダンス経験のない被験者を対象とした予備実験

より，被験者が踊りながら感情を表現することが可能だと支持があり，動作に安定性のあ

る 60秒経過後に行われたステップ（ニュージャックスイング）を採用した．  

ニュージャックスイングは 1980年代後半に流行した音楽のジャンルであり，その音楽に

合わせてよく踊られたステップであったことから，音楽の名称が付けられた（日本放送協

会，2014）．このステップは，横移動のジャンプとパンチ動作が組み合わさったものであり，

上方向のアクセント（アップ）のリズムをもとに，腰でリズムを取りながら実施される．

動作は，両手を水平に開きながら左右いずれかの方向に，両足ジャンプによる横移動を行

なった後，ジャンプ着地時に開いていた両腕を体側まで曲げ戻す．そして，移動した方向
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と反対の方向の腕で，上半身を前傾させながらパンチを行うものである（図 3-1）．そのた

め，本研究では上半身の動作も含めステップとして定義した． 

実験では，ニュージャックスイングを左右で 4 回ずつ実施された．代表的な動作を抽出

するため，指導歴 15年以上のダンス指導者 3名による演技判定を行った．判定はダンス指

導者にスティックピクチャーに変換させた全ての演技を見せ，左右で行われたステップの

同調性を 5 段階で評価するよう依頼した．カッパ係数を求めた結果，高いカッパ係数が確

認されたため（k = .71），右移動によるステップ 1セットを分析の対象とした． 

被験者には 3 種類の感情（楽しさ，悲しさ，怒り）について，それらの感情が観客に最

大限に伝わるよう全ての感情を 1 回ずつ踊ることを指示した．被験者が表現する感情の順

序は無作為に振り分けられ，演技の直前に教示された．被験者には，事前に実験用ダンス

を十分に練習する時間が与えられ，撮影中に失敗した場合は何度でもやり直すことができ

た．ダンス動作の撮影は，ダンス指導歴 16年の指導者 1名の立会のもと，ステップに間違

いがないと認められた成功試行を採用した．テンポは，予備実験で用意されたメトロノー

ム音 90bpm，100bpm，110bpm の中より被験者が最も踊りやすいと支持のあった 90bpm

を採用し，音に合わせて踊るよう指示した． 
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３．３．３．計測方法 

被験者の身体には，臨床歩行分析研究会推奨の DIFF15 マーカーの位置を参考に，左右

の肩峰，肘関節小頭，橈骨手根関節中央，大転子中央，大腿骨外側顆，足関節外果，第 5

中足骨骨頭，右上後腸骨棘の 15か所に反射マーカーを貼付した（図 3-2）．また，撮影に際

しては，室内（6.48m ×6.78m）にて行い，6台の光学式三次元動作分析装置（Vicon Motion 

Systems Ltd.）を設置し，サンプリング周波数を 100Hzで撮影した．撮影した画像は，プ

ラットホームソフトウェア（Vicon Nexus 1.7.1）を用いて 3次元座標系を構築した．座標

は実験室内の中心を原点とし，原点を中心に被験者からみて右側を x 軸の正の方向，正面

を y軸の正の方向，鉛直上向きを z軸とした（図 3-3）． 
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３．３．４．局面と変数の定義 

局面はニュージャックスイングにおける両手関節間の距離の変化をもとに，8局面に分類

した（図 3-1，図 3-4）．Eventは移動時における左右上肢による特徴的な動きとした．また，

Phase は Event 時の動きから次の Event 時の動きまでの動作と定義し，Event 4 局面と

Phase 4局面で構成した．次に全身を左右の上肢と下肢，体幹に分類し，全身の動作を示す

説明変数として，時性には速さを，空間性には，角度，高さ，距離を用いた．説明変数は

表 3-1のように定義し，以下，表中の略語を用いることとした（表 3-1）． 

時性を説明する変数は，上肢と下肢における左右の関節に貼付したマーカーの三次元合

成スピードを算出し，スカラー量として扱った．上肢のスピードを示す変数として，6変数

を設定した．左右の肩峰におけるスピードを肩関節スピードとして，SLSHD，SRSHD と

定義した．左右の肘関節小頭おけるスピードを肘関節スピードとして，SLELB，SRELB

と定義した．また，左右の橈骨手根関節中央におけるスピードを手関節スピードとして，

SLWRI，SRWRIと定義した．次に，下肢のスピードを示す変数として 8変数を設定した．

左右の大転子におけるスピードは大転子スピードとして，SLHIP, SRHIP と定義した．左

右の大腿骨外側顆におけるスピードは膝関節スピードとして，SLKNE, SRKNE と定義し

た．足関節外果におけるスピードは足関節スピードとして，SLANK, SRANKと定義した．
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さらに，左右の第 5 中足骨骨頭におけるスピードは第 5 中足骨スピードとして，SLMP5，

SRMP5と定義した．その他，空間における移動スピードとして，左右のマーカー間距離の

変化量の絶対値を算出した．手関節間における移動スピードは，手関節間距離スピードと

して SDWRI と定義した．肘関節間における移動スピードは，肘関節間距離スピードとし

て SDELB と定義した．膝関節間における移動スピードは，膝関節間距離スピードとして

SDKNE と定義した．第 5 中足骨間における移動スピードは，第 5 中足骨間距離スピード

として SDMP5と定義した（表 3-1）． 

次に，空間性を説明する変数として，全身の高さを示す変数を左右の肩峰における Z 座

標の平均値をHSHDと定義した．その他，マーカーが三点でなす角度および関節間の距離

を算出した． 

角度は 3 つのマーカーが一直線上に並んだ状態を 180 度とし，屈曲するに従って値が小

さくなるようにした．上半身における前傾角度を ATORSと定義し，大転子中央の中点から

左肩峰と右肩峰の中点に向かうベクトルが垂直軸と作る角度を算出した．次に左右の関節

角度について，肘関節角度として ALELB, ARELB と定義し，肩峰，肘関節小頭および手

関節中央でなす角度を算出した．また，左右の腰部角度として ALHIP, ARHIP と定義し，

肩峰，大転子中央および大腿骨外側顆でなす角度を算出した．そして，左右の膝関節角度

として ALKNE，ARKNE と定義し，大転子中央，大腿骨足外側顆，足関節外果でなす角度

を算出した．さらに，左右の腿上げ角度として ALTHI，ARTHI と定義し，大転子中央か

ら大腿骨外側顆に向かうベクトルと垂直軸との角度を算出した（表 3-1，図 3-5）． 

関節間の距離として，左右の手関節中央，肘関節小頭，大腿骨外側顆，第 5 中足骨骨頭

に貼付したマーカー間の距離と定義した．手関節間距離として左右の手関節中央の距離を

算出し，DWRIと定義した．肘関節間距離として左右の肘関節小頭の距離を算出し，DELB

と定義した．膝関節間距離として左右の大腿骨外側顆の距離を算出し，DKNEと定義した．

第 5 中足骨間距離として左右の第 5 中足骨骨頭間の距離を算出し，DMP5 と定義した（表

3-1）． 

Event は，動作中における姿勢と捉え，空間性に関する 16 変数を用いた．また，Phase

は，Event間で行われる動作として時性および空間性に関する 34変数を用いた．  
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表3-1.全身における時性，空間性を示す説明変数の定義

体幹における空間性を示す変数

HSHD：Height of the both shoulders　両肩における高さ　（左右の肩峰におけるZ座標の平均値）

ARHIP：Angle of the right hip   右腰部角度（右肩峰、右大転子中央、右大腿骨外側顆でなす角度）

ALHIP：Angle of the left hip　左腰部角度（左肩峰、左大転子中央、左大腿骨外側顆でなす角度）

ATORS：Flexion angle of the upper torso　上半身における前傾角度

（左大転子中央、右大転子中央の中点から左肩峰と右肩峰の中点に向かうベクトルが垂直軸と作る角度）

右上肢の時性を示す変数

SRSHD：Speed of the right shoulder　右肩関節スピード

SRELB：Speed of the right elbow　右肘関節スピード

SRWRI：Speed of the right wrist　右手関節スピード

右下肢の時性を示す変数

SRHIP：Speed of the right hip　右大転子スピード

SRKNE：Speed of the right knee　右膝関節スピード

SRANK：Speed of the right ankle　右足関節スピード

SRMP5：Speed of the right fifth metatarsal　右第５中足骨スピード

左上肢の時性を示す変数

SLSHD：Speed of the left shoulder　左肩関節スピード

SLELB：Speed of the left elbow　左肘関節スピード

SLWRI：Speed of the left wrist　左手関節スピード

左下肢の時性を示す変数

SLHIP：Speed of the left hip　左大転子スピード

SLKNE：Speed of the left knee　左膝関節スピード

SLANK：Speed of the left ankle　左足関節スピード

SLMP5：Speed of the left fifth metatarsal　左第５中足骨スピード

右半身における空間性を示す変数

ARELB：Angle of the right elbow　右肘関節角度（右肩峰、右肘関節小頭、右手関節中央でなす角度）

ARKNE：Angle of the right knee　右膝関節角度（右大転子中央、右大腿骨外側顆、右足関節外果でなす角度）

ARANK：Angle of the right ankle　右足関節角度（右大腿骨外側顆、右足関節外果、右第５中足骨骨頭でなす角度）

ARTHI：Angle of the right thigh　右腿上げ角度（右大転子中央から右大腿骨外側顆に向かうベクトルと垂直軸との角度）

左半身における空間性を示す変数

ALELB：Angle of the left elbow　左肘関節角度（左肩峰、左肘関節小頭、左手関節中央でなす角度）

ALKNE：Angle of the left knee　左膝関節角度（左大転子中央、左大腿骨外側顆、左足関節外果でなす角度）

ALANK：Angle of the left ankle　左足関節角度（左大腿骨外側顆、左足関節外果、左第５中足骨骨頭でなす角度）

ALTHI：Angle of the left thigh　左腿上げ角度（左大転子中央から左大腿骨外側顆に向かうベクトルと垂直軸との角度）

関節間における空間性を示す変数

DWRI：Distance between the right wrist and the left wrist　手関節間距離

DELB：Distance between the right elbow and the left elbow　肘関節間距離

DKNE：Distance between the right knee and the left knee　膝関節間距離

DMP5：Distance between the right fifth metatarsal and the left fifth metatarsal　第5中足骨間距離

関節間における時性を示す変数

SDWRI：Speed of the distance between the right wrist and the left wrist　手関節間距離スピード

SDELB：Speed of the distance between the right elbow and the left elbow　肘関節間距離スピード

SDKNE：Speed of distance between the right knee and the left knee　膝関節間距離スピード

SDMP5：Speed of distance between the right fifth metatarsal and the left fifth metatarsal　第5中足骨間距離スピート
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３．３．５．統計処理 

8 局面における感情の違いによる動作特徴を明らかにするため，各変数における被験者

10名の最大値の平均を求め，Phase 1（以下，P1と記す）から Event 4（以下，E4と記す）

までの動作について，ステップワイズ法による判別分析を行った．次に，正判別率の最も

高い局面を取り上げ，被験者 10名の最大値の平均について対応のある一要因分散分析を行

い，主効果が認められた場合には，Bonferroni法による多重比較を行った．なお，Event 0

は動きの起点として分析の対象より除外した．数値処理については数値計算用ソフト

MATLAB R2007b を用いた．また，統計処理においては統計ソフト IBM SPSS 

STATISTICS 19を用い，有意水準を 5％未満とした． 

 

３．４．結 果 

３．４．１．感情の違いにおける判別 

ステップワイズ法による判別分析を行った結果，P1，P3，E3，P4，E4 において判別さ

れた（表 3-2）． 
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Phaseでは，3局面が判別された．P1ではSRWRIが抽出され（Wilks’sλ＝ .74，p < .05），

正判別率は 50.0％であった．P3では SLKNEと SDELBが抽出され，判別関数は z ＝ .81

×（SLKNE）+ .72×（SDELB）（Wilks’sλ＝ .54，p < .01）であり，正判別率は 50.0％

であった．P4では SLWRI が抽出され（Wilks’sλ＝ .64，p < .001），正判別率は 63.3％

であった．Eventでは，2局面が判別された．E3では ALELBと ARHIPが抽出され, 判別

関数は z ＝1.04×（ALELB）+ .84×（ARHIP）（Wilks’sλ＝ .77，p < .001），正判別率

は 36.7％であった．また，E4では DWRIが抽出され（Wilks’sλ＝ .75，p < .05），正判別

率は 36.7％であった． 

 

 

 

３．４．２．Phase 4 における感情別動作特徴 

変数における最大値の平均について対応のある分散分析を行った結果，時性に関する 13

変数，空間性に関する 6変数に有意な主効果が認められた（表 3-3）． 

表3-2. ニュージャックスイングにおける各局面の判別分析

説明変数 固有値
正準相関

係数
Wilks　λ 判別関数係数 正判別率

Phase 1

     SRWRI .36 .51 .74 * 1.00 50.0

Event 1 N.S

Phase 2 N.S

Event 2 N.S

Phase 3 .85 .68 .54 ** 50.0

    SLKNE .81

    SDELB .72

Event 3 .68 .64 .77 *** 36.7

    ALELB 1.04

    ARHIP .84

Phase 4

    SLWRI .56 .60 .64 *** 1.00 63.3

Event 4

    DWRI .33 .50 .75 * 1.00 36.7

*, p < .05, **, p < .01, ***, p < .001
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時性について，右上肢の速さでは，SRSHD (F (2,18) = 6.48, p < .01)，SRELB (F (2,18) 

= 4.99, p < .05)，SRWRI (F (2,18) = 6.36, p < .01) で有意な主効果が認められた．各条件

における最大値の平均の大小関係では，SRSHD では悲しさ＜楽しさ，怒り（p < .05），

SRELB では 5％水準，SRWRI では 1％水準で，悲しさ＜楽しさであった．次に右下肢の

速さでは SRHIP (F (2,18) = 4.31, p < .05) SRKNE (F (2,18) ＝ 5.86, p < .01)で有意な主

効果が認められた．各条件における最大値の平均の大小関係では SRHIP では 5％水準，

SRKNEでは 1％水準で，悲しさ＜楽しさであった．左上肢の速さでは，SLSHD (F (2,18) = 

5.97, p < .01)，SLWRI (F (2,18) = 10.75, p < .001)に有意な主効果が認められ，各条件にお

ける最大値の平均について大小関係は，SLSHD では悲しさ＜怒り（p < .01），SLWRI で

は悲しさ＜楽しさ（p < .01），怒り（p < .001）であった．次に左下肢の速さでは，SLHIP  

(F (2,18) = 3.85, p < .05)，SLKNE (F (2,18) = 4.04, p < .05)，SLANK(F (2,18) = 7.29,     

p < .01)，SLMP5(F (2,18) = 5.72, p < .01)に有意な主効果が認められた．各条件における最

大値の平均の大小関係では，SLKNE と SLMP5 では 5％水準，SLANK とは 1％水準で，

悲しさ＜楽しさであった．空間におけるマーカー間距離の速さでは，SDWRI (F (2,18) = 

10.07, p < .001)，SDMP5 (F (2,18) = 3.84, p < .05)で有意な主効果が認められた．各条件に

おける最大値の平均の大小関係は，SDWRIでは，悲しさ＜楽しさ（p < .05），怒り（p < .001）

であった．また，SDMP5では，悲しさ＜楽しさ（p < .05）であった． 

次に空間性について，関節間距離では，DWRI (F (2,18) = 6.94, p < .01)，DELB (F (2,18) 

= 5.40, p < .05)，DKNE (F (2,18) = 4.19, p < .05)で有意な主効果が認められた．各条件に

おける最大値の平均の大小関係では，DWRI において悲しさ＜楽しさ（p < .05），怒り  

（p < .01）であった．DELBでは悲しさ＜怒り（p < .05）であったが，DKNEでは大小関

係に有意な差は認められなかった．右半身の角度について，右上肢の角度である ARELB  

(F (2,18) = 3.84, p < .05)で有意な主効果が認められ，各条件における大小関係は，楽しさ

＜悲しさ（p < .05）であった．また，右下肢の角度である ARANK (F (2,18) = 4.83, p < .05)，

ARTHI (F (2,18) = 4.22, p < .05)において有意な主効果が認められ，各条件における大小関

係は，ARANKでは悲しさ＜怒り（p < .05），ARTHIでは悲しさ＜楽しさ（p < .05）であ

った． 
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表3-3. Phase4における三感情（楽しさ，悲しさ，怒り）の記述統計

M SD M SD M SD F

Spatial variables for the trunk
HSHD 1289.11 ±79.09 1284.00 ±74.20 1273.01 ±85.71 1.59
ARHIP 152.29 ±13.62 146.50 ±12.93 145.21 ±14.26 3.07
ALHIP 143.83 ±51.95 161.24 ±11.21 163.28 ±9.80 1.43
ATORS 12.99 ±7.47 17.05 ±10.17 16.78 ±8.68 2.09

Speed variables for the right upper limb
SRSHD 478.19 ±239.81 777.11 ±327.71 789.62 ±356.87 6.48 ** sadness < joy,anger
SRELB 860.56 ±466.15 1179.75 ±387.58 1087.70 ±480.92 4.99 * sadness < joy
SRWRI 751.23 ±289.69 1165.60 ±543.73 936.11 ±387.50 6.36 ** sadness < joy

Speed variables for the right lower limb
SRHIP 330.72 ±143.05 573.50 ±378.86 477.92 ±240.75 4.31 * sadness < joy
SRKNE 301.46 ±211.40 600.76 ±487.67 479.91 ±324.08 5.86 ** sadness < joy
SRANK 62.88 ±47.02 218.18 ±305.10 118.27 ±68.31 2.39
SRMP5 47.32 ±40.24 217.90 ±323.17 87.06 ±54.81 2.20

Speed variables for the left upper limb
SLSHD 1083.19 ±630.07 1554.23 ±538.12 1697.23 ±625.28 5.97 ** sadness < anger
SLELB 7327.64 ±14389.90 3745.96 ±738.28 3749.08 ±1039.94 .63
SLWRI 2470.78 ±652.32 3379.63 ±581.98 3553.22 ±761.65 10.75 *** sadness < joy,anger

Speed variables for the left lower limb
SLHIP 392.23 ±247.07 666.80 ±337.64 609.48 ±303.80 3.85 *

SLKNE 430.96 ±225.62 681.04 ±360.07 537.58 ±298.13 4.04 * sadness < joy
SLANK 217.95 ±129.99 462.74 ±194.51 371.87 ±163.30 7.29 ** sadness < joy
SLMP5 168.49 ±109.53 392.18 ±235.80 214.32 ±114.49 5.72 ** sadness < joy

Spatial variables for the right side of the body
ARELB 81.63 ±24.52 73.18 ±19.81 77.06 ±28.14 3.84 * joy < sadness
ARKNE 133.51 ±19.08 130.31 ±13.84 130.08 ±13.76 1.08
ARANK 89.27 ±7.87 92.38 ±10.82 93.11 ±8.25 4.83 * sadness < anger
ARTHI 33.97 ±14.32 42.16 ±11.10 41.07 ±14.28 4.22 * sadness < joy

Spatial variables for the left side of the body
ALELB 135.65 ±13.46 136.43 ±10.79 141.72 ±7.96 2.61
ALKNE 132.86 ±47.52 147.31 ±10.10 150.19 ±9.92 1.16
ALANK 96.88 ±36.93 109.16 ±9.78 107.96 ±5.64 1.21
ALTHI 17.53 ±8.23 22.48 ±7.68 20.89 ±6.25 1.50

Spatial variables for the area between markers
DWRI 551.80 ±110.75 662.48 ±110.74 671.77 ±88.77 6.94 ** sadness < joy,anger
DELB 616.52 ±74.83 676.29 ±66.71 691.08 ±66.00 5.40 * sadness < anger
DMP5 627.09 ±245.75 755.67 ±107.27 777.18 ±146.07 2.64
DKNE 459.98 ±91.82 506.69 ±94.89 508.19 ±103.13 4.19 *

Speed variables for the area between makers
SDWRI 1055.27 ±676.59 1781.64 ±510.35 2159.52 ±1047.72 10.07 *** sadness < joy,anger
SDELB 1450.54 ±2054.74 1509.68 ±390.31 1646.73 ±903.93 .77
SDMP5 108.75 ±82.81 257.35 ±186.09 155.11 ±78.04 3.84 * sadness < joy
SDKNE 245.64 ±115.28 370.96 ±188.40 255.73 ±90.28 2.69

          *, p < .05, **, p < .01, ***, p < .001

Sadness AngerJoy

Multiple Comparisons
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３．５．考 察 

３．５．１．ニュージャックスイングにおける感情の違いについて 

 ニュージャックスイングについて感情の違いによる動作判別を行ったところ，P1，P3，

E3，P4，E4 で判別された．このことから，被験者は主にニュージャックスイングの後半

部分とされる 4 局面（P3，E3，P4，E4）で感情の違いを表現していたと考えられる（表

3-2）．後半部分は両足ジャンプの姿勢からの着地後，左手で右方向にパンチをする動作であ

る．そのため，抽出された説明変数から，ジャンプ滞空中から着地まで（P3）では左膝関

節スピード（SLKNE）や肘関節間距離スピード（SDELB）が感情の違いに関与している

と考えられる．また，着地時（E3）には左肘関節角度（ALELB）および右腰部角度（ARHIP）

が関与していると考えられる．さらに，ジャンプ後に行うパンチ動作（P4，E4）では，パ

ンチを打つ動作（P4）で左手首関節スピード（SLWRI）が，パンチを打ち終えた姿勢（E4）

では，手関節間距離（DWRI）が感情の違いに関与していたと考えられる．特に P4の左手

首関節スピードは最も正判別率が高い値（63.3％）であったため，ニュージャックスイング

においては，主にパンチを打つ動作で感情を表現していたといえる．Dyck et al.（2013）

は，被験者に西洋音楽から生起した感情について自由にダンスを踊らせ，楽しさと悲しさ

の表現について比較した．全身の動きを示す説明変数として頭，胸，両腕，両手，腰，両

脚を設定し，感情の違いによる動作特徴量を求めた結果，楽しさは衝動性（速さの振幅範

囲），速度，加速度，拡張（上肢との距離）において，悲しさに比べ有意に高い値を示して

いた．また，速度においても楽しさは悲しさと比べて，両腕と両手のみ有意に速い値を示

し，両手については他の身体部位に比べ，衝動性，速度，加速度，拡張において有意に高

い値が常に抽出されていたと報告している．本研究においてもパンチを打つ P4とパンチ姿

勢の E4 において，左手関節スピードと手関節間距離が判別分析より抽出されたことから，

上肢の動きはダンスの感情表現に重要であると考えられる．また，観察者による感情認知

研究を行った猪崎・松浦（2000）によると，演者の動きの質を評価するため舞踊経験者に

よる主観的評価を因子分析にて行った結果，演者の 4 身体部分（頭部と胴体，上肢，右下

肢，左下肢）が抽出され，人は４身体部分で運動の質を見分けているとの報告から，上肢

の動きはダンスを行う側や観る側にとっても感情表現において重要な身体部位だといえる． 

 

３．５．２．Phase 4 における感情別動作特徴 

最も正判別率が高い値であった P4について，感情の違いにおける動作特徴量を算出した
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結果，時性に関する 13変数，空間性に関する 6変数に有意な主効果が認められた（表 3-3）． 

悲しさについては，右肘関節角度（ARELB）のみ楽しさに比べ有意に大きい値（p < .05）

であったが，その他の主効果が認められた 16変数の大小関係については，悲しさは他の感

情に比べて低い値であった．これは，悲しさを表現する際には，他の感情に比べてパンチ

を打つ際に，構えの姿勢となる右腕が曲がっていなかったからだと考えられる．このこと

から，パンチ動作における悲しさの表現の特徴は，他の感情に比べ，左右の上肢や下肢の

スピードが遅く関節間距離が短いことから，小さい動作であったといえる．Camurri et al.

（2003）は，ダンサーに同じ動作で 4つ感情（楽しさ, 怒り, 恐れ, 悲しみ）を踊らせ，そ

の動作をキャプチャーし，シルエットを合成することで感情識別や動作特徴量を明らかに

している．その結果，悲しさは他の感情と比べて動作の検出量（Quantity of Motion）が低

く，動作の収縮時間が最も長かったことを報告している．本研究の結果もふまえると，悲

しさの表現の特徴は，他の感情に比べて動作が小さく，速さが遅いといえる． 

次に楽しさの表現の特徴については，左右の上肢や下肢のスピードが他の感情より速く，

特に悲しさに比べて，右上肢のスピード 3 変数，左上肢のスピード 1 変数，右下肢のスピ

ード 2 変数，左下肢のスピート 3 変数で有意な差が認められたことから，四肢の動きが速

いパンチ動作であったといえる．また，怒りでは特に左肩関節スピード（SLSHD），肘関

節間距離（DELB）,右足関節角度（ARANK）において悲しさに比べ有意に高い値が認めら

れた．このことから，怒りの表現の特徴として，特に悲しさに比べて両肘関節の幅が広く，

左肩を素早く捻ってパンチを打っていたと考えられる． 

 一方，楽しさと怒りの間には有意な差は認められなかった．Sawada et al.（2003）は，

モダンダンスを専門とする女性ダンサーが真上に上げた右腕を肩の位置まで 90度下げる動

作について感情表現（楽しさ，悲しさ，怒り）による指先の動作分析を行った結果，最大

速度や最大加速度について怒りは楽しさや悲しさのとの間に有意に速い値が認められたと

報告している．また，澤田ほか（2006）はモダンダンスやコンテンポラリーダンスに従事

する 10 名の女性舞踊熟練者を被験者を対象に，3 秒間の右腕による自由表現について動作

分析の結果，怒りの表現は喜びと悲しみの表現よりも，最大速度や最大加速度が有意に高

い値を示したと報告している，さらに，表現の動作軌跡の形状を評価するため，右手先の

三次元座標値において連続した 3 点でなす最小角度を算出した結果，怒りの表現は，喜び

や悲しさの表現による動作軌跡より，有意に低い値であったことから，軌跡の方向性が比

較的急な変化が生じていたと報告している．これらの実験ではモダンダンスを専門とする
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平均舞踊経験 16年の被験者を対象としていたことから，モダンダンスにおける怒りの表現

は，他の 2 つの感情と比べて速度が速く力強いことが特徴だと推察される．本研究で分析

したニュージャックスイングのパンチ動作においては，楽しさと怒りの間には時性や空間

性において有意な差が認められなかった．これは，本研究の被験者はヒップホップダンス

の他，モダンダンスを含む様々なダンスを行っている平均舞踊経験が 4.6年の男女 10名で

あったことから，モダンダンスの動きが習慣化されていないと考えられ，感情表現はダン

スの種類によって身体の使い方が異なると推察される．また，特に正判別率の最も高かっ

た Phase 4 のパンチ動作については，パンチそのものの動作に由来するものか，ヒップホ

ップダンスの影響であるのかについては，日常動作とダンス動作の表現の違いを検討する

必要があるため，今後の課題として残された． 

 これらの結果より，ニュージャックスイングにおいて主に上肢による感情表現が可能で

あり，特に悲しさにおいて，楽しさや怒りとは異なる動作特徴であったことが明らかにな

ったことから，仮説を一部支持するものであった．このことは，ヒップホップの音楽にあ

わせて，横移動のジャンプやパンチ動作による感情表現の可能性を示唆している．ダンス

授業の言語指導について，山崎・村田（2011）は「指導言語内容に『イメージや動きに働

きかける指導言語』が多い」ことを特徴として上げている．そして，大学生を対象とした

創作ダンス「新聞紙を使った表現」の指導では，指導者が比喩・隠喩的表現を用いて発言

することは学習者の印象に残りやすい指導言語であったことを報告している．本研究の結

果から，ニュージャックスイングで楽しさと悲しさの違いが表現できたことから，指導者

は学習者に事前に「楽しく踊ろう」「ダンスバトルでは相手に楽しさを表現しながら踊って

みよう」等と感情表現を指導言語に掲げることが可能であると示唆された．  

 

３．６．まとめ 

本研究では，ヒップホップダンスにおける感情表現（楽しさ，悲しさ，怒り）について，

三次元動作解析を用いて右方向に移動するニュージャックスイングの動作特徴を検討した．

10人の被験者（男女 5名, 平均年齢 26.9±12.8歳, 平均舞踊歴:4.6±6.2年）が実施したス

テップについて，動作局面（Phase）4 局面と姿勢局面（Event）4 局面からなる 8 つの局

面に分類し，説明変数として時空間に関する 34変数を設定した．そして，各局面について

判別分析を行い，正判別率の最も高い局面について動作特徴量を求めた結果，以下の 3 点

が示された． 
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1）感情の違いによる表現について明らかにするため判別分析を行った結果，主にニュージ

ャックスイングの後半部分である 4 局面において判別された．また，最も正判別率が高

かったのは，パンチを打つ動作（Phase 4）であり 63.3％であった． 

2）Phase 4 について，感情の違いにおける動作特徴量を算出した結果，時性に関する 13

変数，空間性に関する 6変数に有意な主効果が認められた． 

3）パンチを打つ動作（Phase 4）における各感情の特徴的な動きとして，楽しさでは左右

の上肢（4 変数）や下肢（5 変数）のスピードが，悲しさに比べ有意に高い値であった．

怒りでは，左肩関節スピード（SLSHD），肘関節間距離（DELB）,右足関節角度（ARANK）

において，悲しさに比べ有意に高い値が認められた．一方，悲しさでは，右肘関節角度

（ARELB）のみ楽しさに比べて有意に高い値であった． 

これらの結果より，ヒップホップダンスのステップにおいて感情の違いによって表現が

判別でき，特にニュージャックスイングでは主に上肢によるパンチ動作で，悲しさと楽し

さ，悲しさと怒りの表現で違いが表れていたことから，指導場面において感情表現を指導

言語として掲げることが可能であることが示唆された． 
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第４章 ダンスステップにおける楽しさの表現の検討  

 

４．１．先行研究 

感情と動作に関する研究では，認知についても数多く行われており, 幾何学的形状，表情，

姿勢，手話，歩行，ジャスチャー，ダンスを対象として行われている（Aronoff，2006；

Hietanen et al.， 2004；Kleinsmith and Bianchi-Berthouze，2013）. これらの研究では，

表現された感情は観察者に伝わることが確認されている．例えば，Aronoff（2006）は観察

者がクラシックバレエの映像から，ダンサーの役柄について，直線的な動作，ポーズ，腕

の形状では脅迫的な登場人物と認識し，曲線的な動作，ポーズ，腕の形状では温和な役柄

であることを認識すると報告している．また，Kleinsmithet et al.（2013）による身体表現

に関する知覚や認識に関する批評では，身体表現は強力なコミュニケーション手段であり，

怒り，楽しさ，悲しさ，中立といった感情は，多くの研究で姿勢や動作によって観察者が

認識できること報告している． 

ノンバーバルコミュニケーションやヒューマンコンピューターインタラクション分野で

も対象となるダンスは，モダンダンスが数多く取り上げられている．それは，モダンダン

スは，クラシックバレエにみられる姿勢やステップによる形式に則った舞踊とは異なるた

め，自然な人間の表現として類似していると捉えられているからである．（Camurri et al.， 

2003；Sawada et al.，2003；澤田，2009；澤田，2010；Dyck et al.，2013） 

先行研究をふまえると，モダンダンスにおける上腕だけの動きや姿勢の変化を分析した

ものであるため，これらは踊りの実践場面で行われている感情表現とは言い難い．また，

これらの研究では演者の身体部位がどのように表現に関与しているかを示していない．さ

らに，Sawada et al.（2003）と澤田（2009，2010）の研究以外は，動作の具体的な内容を

示していないため，実験で使用されたダンスが，表現力の養成にむけたダンス指導など，

コーチングの現場で使用できるとは言い難い．また，ダンスのジャンルはモダンダンスが

中心であるため，他の舞踊による感情表現研究は見受けられない． 

舞踊の動作分析をするにあたっては，舞踊学の分野では Laban理論が有名である．Laban

は動作をWeight, Time, Space, Flowを構成要素として取り上げ，この理論をもと動作

分析や Labanotationとして動作の記述化に成功した（Hutchinson，1977）．松本（1988）

は Laban 理論をもとに運動とイメージの連合を目的として，運動の質と感情語の関連性を

明らかにした．表現の質の構成要素を Time，Energy，Design に分類し，観客に 7つの形
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容詞「さりげない(Natural Mv.)，楽しい(Happy mv.)，流れるような(Flowing Mv.)，寂し

い(Lonely Mv.)，厳かな(Solemn Mv.)，鋭い(Sharp Mv.)，躍動的な(Dynamic Mv.)」による

表現の印象を評価させている．Sawada et al.（2003）や澤田（2009，2010）は感情表現に

よる動作特徴を三次元座標値より算出する際に，Laban と松本の分類をもとに，Laban の

Timeを Speed，Weightを Force，Spaceを Distanceとして上腕の感情と運動の関係を見

出している．さらに，Dyck et al.(2013)は，音楽によって生起された感情（happiness と

sadness）を被験者に free danceで表現させ，身体部位（頭，胸，腕，手，腰，脚）を Laban

による Effort and Shapeをもとに７つの観点（速度，加速度，衝撃性，滑らかさ，直線，

拡張，高さ）で算出した．また，舞踊の主観的評価尺度の構築を目的に，猪崎・松浦（2000）

は，Laban理論のWeightを運動の質と捉え，人間が舞踊の動きを評価するためには加速度

より速度の大小を感知すると定義し，平均速度の絶対値をパラメーターに用いている．こ

れら，Laban理論をもとに行われた研究では，主観的評価によるWeightやFlowについて，

独自の客観的指標をつくり分析を行っているため，評価にばらつきがみられる． 

 

４．２．目 的 

本章では，民俗の習慣や文化より派生したフォークダンスにみられるように，運動その

ものが楽しく，生き生きとした舞踊活動（H’Doubler，1998）として，ヒップホップダンス

においてもフォークダンスと同様に楽しさの感情表現が可能であり，脚の運びによって楽

しさは表現できると仮説を設定した．この仮説を検証するために，本章では，第 3章で設

定した時空間に関する身体部位の変数を用いて，局面における感情の有無を判別し，楽し

さの有無による動作特徴量を算出することで，ステップにおける楽しさの感情表現を明ら

かにすることを目的とした． 

 

４．３．方 法  

４．３．１．被験者 

被験者は，ヒップホップダンス，ジャズダンス，民族舞踊（よさこい），バレエ，モダン

ダンスを経験している男女 10 名（男性 5 名，女性 5 名，平均年齢 26.9±12.8 歳，平均舞

踊歴 4.6±6.2年）とした． 
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４．３．２．計測方法 

被験者の身体には，臨床歩行分析研究会推奨の DIFF15 マーカーの位置を参考に，左右

の肩峰，肘関節小頭，橈骨手根関節中央，大転子中央，大腿骨外側顆，足関節外果，第 5

中足骨骨頭，右上後腸骨棘の 15か所に反射マーカーを貼付した（図 3-2）．また，撮影に際

しては，室内（6.48m ×6.78m）にて行い，6台の光学式三次元動作分析装置（Vicon Motion 

Systems Ltd.）を設置し，サンプリング周波数を 100Hzで撮影した．撮影した画像は，プ

ラットホームソフトウェア（Vicon Nexus 1.7.1）を用いて 3次元座標系を構築した．座標

は実験室内の中心を原点とし，原点を中心に被験者からみて右側を x 軸の正の方向，正面

を y軸の正の方向，鉛直上向きを z軸とした（図 3-3）． 

 

４．３．３．実験方法 

演技中における演者の表現を分析するため，被験者には実験用に用意された 80秒のヒッ

プホップダンスを踊るよう指示した．ダンス実施中の表現を明らかにするため，第 3 章と

同様の実験手続きが行われ，動作に安定性のある 60秒経過後に行われた右移動によるニュ

ージャックスイングを分析の対象とした（図 3-1）． 

被験者には楽しさについて，2種類の強度として，無感情（No emotion），楽しさ（Strong 

emotion）をつけて踊ることを指示し，それらの感情が観客に最大限に伝わるよう 1回踊る

ことを指示した．被験者が表現する感情の順序は無作為に振り分けられ，演技の直前に教

示された．被験者には，事前に実験用ダンスを十分に練習する時間が与えられ，撮影中に

失敗した場合は何度でもやり直すことができた．ダンス動作の撮影は，ダンス指導歴 16年

の指導者 1 名による立会のもと，ステップに間違いがないと認められた成功試行を分析の

対象として採用した．テンポは，予備実験で用意されたメトロノーム音 90bpm，100bpm，

110bpmの中より被験者が最も踊りやすいと支持のあった 90bpmを採用し，音に合わせて

踊るよう指示した． 

実験では，ニュージャックスイングは左右で 4 回ずつ実施された．代表的な動作を抽出

するため，指導歴 15年以上のダンス指導者 3名による演技判定を行った．判定はダンス指

導者にスティックピクチャーに変換させた全ての演技を見せ，左右で行われたステップの

同調性を 5 段階で評価するよう依頼した．カッパ係数を求めた結果，高いカッパ係数が確

認されたため（k = .71），右移動によるステップ 1セットを分析の対象とした． 
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４．３．４．局面および変数の定義 

局面はニュージャックスイングにおける両手関節間の距離の変化をもとに，Event 4局面

と Phase 4 局面で構成する 8 局面に分類した（図 3-1，図 3-4）．次に全身を左右の上肢と

下肢，体幹に分類し，全身の動作を示す説明変数として，時性には速さを，空間性には，

角度，高さ，距離を用いた．説明変数は表 3-1に記載したように定義し，以下，表中の略語

を用いることとした（表 3-1，図 3-5 ）． 

 

４．３．５．統計処理 

8 局面における楽しさの有無による動作特徴を明らかにするため，各変数における 10 名

の被験者の最大値の平均を求め，ステップワイズ法による判別分析を行った．次に，正判

別率の最も高い局面を取り上げ，楽しさの有無による動作の特徴を明らかにするため，対

応のあるｔ検定を行った．さらに，判別に貢献する代表的な関節部位と他の変数との相関

を求めた．なお，Event 0は動きの起点であるため分析の対象より除外した．数値処理につ

いては数値計算用ソフトMATLAB R2007bを用いた．また，統計処理においては IBM SPSS 

STATISTICS 19を用い，有意水準を 5％未満とした． 

 

 

４．４． 結 果 

４．４．１．楽しさの有無における判別 

Phase 1（以下，P1と記す）から Event 4（以下，E4と記す）までの動作についてステ

ップワイズ法による判別分析を行った結果，P1，P2，E2，P3，P4で判別された（表 4-1）．

Phaseにおいて，P1では VLWRI，ALEVB が抽出され，判別関数は z ＝1.22×（VLWRI）

－ .86×（ALEVB）（Wilks’sλ＝ .52, p < .01）であり，正判別率は 70.0％であった．P2

ではVLELB，DWRI，DKNEが抽出され，判別関数はz ＝1.98×（VLEB）－2.97×（DWRI）

＋1.75（DKNE）（Wilks’sλ＝ .31，p < .001）であり，正判別率は 90.0％であった． P3

では VLHIP，ARTHI が抽出され，判別関数は z ＝1.03×（VLELB）＋ .79（Wilks’sλ

＝ .48，p < .01）であり正判別率は 85.0％であった．P4では，VLANKが抽出され（Wilks’s

λ＝ .65，p < .01），正判別率は 80.0％であった．Eventにおいて，E2のみ判別された．

E2では ALANKが抽出され（Wilks’sλ＝ .785，p < .05），正判別率は 70.0％であった． 
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４．４．２．Phase 2 における楽しさの有無による動作特徴量と相関 

8局面の中で，最も正判別率が高かった（90.0％）P2において，各変数における最大値の

平均について対応のあるｔ検定を行った結果，HSHD (t (9) = 8.15, p < .05)，VLSHD (t (9) 

= 16.41, p < .01)，VLELB (t (9) = 18.31, p < .01)，VLWRI (t (9) = 11.53, p < .01)，VLKNE 

(t (9) = 11.21, p < .01)，VRSHD(t (9) = 5.54, p < .01)，VRELB (t (9) = 6.75, p < .05)，ATORS 

(t (9) = 5.47, p < .05)において有意な差がみられた（表4-2）． 

表4-1.　楽しさの有無に関する各局面での判別分析

説明変数 固有値 正準相関係数 Wilks　λ 判別関数係数 正判別率

Phase1 .91 .69 .52 ** 70.0

     VLWRI 1.22

     ALELB -.86

Event 1 N.S

Phase2 2.24 .83 .31 *** 90.0

    VLELB 1.98

    DWRI -2.97

    DKNE 1.75

Event 2

    ALANK .27 .46 .79 * 1.00 70.0

Phase3 1.07 .72 .48 ** 85.0

    VLHIP 1.03

    ARTHI .79

Event 3 N.S

Phase4

    VLANK .53 .59 .65 ** 1.00 80.0

Event 4 N.S

 *, p <.05  **, p <.01  ***, p <.001
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次に感情の有無による身体部位の関連を明らかにするため，ステップワイズ法による判

別分析で第一ステップに抽出された VLELBと，他の全身の動きを示す 33変数の相関を強

度別に求めた．その結果，無感情では VLSHD ( r = .77, p < .01)，VLWRI ( r = .67, p < .05)，

VLKNE ( r = .73, p < .05)，VRSHD ( r = .67, p < .05)，VRELB ( r = .68, p < .05)，DWRI 

表4-2.　Phase 2における強度別記述統計量

M SD M SD t

HSHD 1423.45 ± 68.53 1447.78 ± 75.25 8.15
*

VLSHD 1134.46 ± 338.29 1413.27 ± 275.24 16.41
**

VLELB 1792.64 ± 274.51 2141.54 ± 305.64 18.31
**

VLWRI 1940.61 ± 450.89 2496.45 ± 825.18 11.53
**

VLHPI 1061.43 ± 274.12 1203.41 ± 351.57 3.26

VLKNE 1102.84 ± 250.26 1310.20 ± 313.79 11.21
**

VLANK 874.72 ± 633.42 1241.12 ± 492.26 3.56

VLMP5 1347.26 ± 683.42 1386.94 ± 591.52 .05

VRSHD 1147.12 ± 262.13 1367.40 ± 335.60 5.54
*

VRELB 1965.61 ± 454.72 2227.10 ± 390.63 6.75
**

VRWRI 3127.80 ± 779.72 3399.02 ± 752.26 1.08

VRHIP 1114.17 ± 233.10 1239.38 ± 321.44 2.73

VRKNE 1160.80 ± 287.81 1260.18 ± 339.18 1.01

VRANK 1140.10 ± 227.22 1032.52 ± 237.66 1.42

VRMP5 1292.44 ± 482.29 1165.88 ± 457.52 .91

DWRI 1274.01 ± 53.27 1269.02 ± 50.73 .31

DELB 814.69 ± 51.63 813.04 ± 53.37 .12

DMP5 696.41 ± 71.79 699.97 ± 89.87 .04

DKNE 473.12 ± 65.48 479.68 ± 52.29 .50

VDWRI 3629.48 ± 844.22 4017.31 ± 1575.31 1.49

VDELB 1299.26 ± 340.80 1426.41 ± 510.07 1.07

VDMP5 1066.85 ± 620.90 967.67 ± 594.50 .63

VDKNE 527.28 ± 266.32 596.42 ± 349.26 1.60

ALELB 142.20 ± 13.26 140.23 ± 9.82 .44

ALKNE 124.30 ± 65.87 156.42 ± 8.64 2.50

ALANK 93.25 ± 50.53 124.19 ± 12.13 2.92

ALHIP 164.81 ± 8.52 163.53 ± 9.83 .72

ALTHI 20.97 ± 9.27 20.91 ± 8.06 .00

ARELB 138.19 ± 12.13 136.35 ± 10.04 1.21

ARKNE 152.46 ± 7.45 155.14 ± 7.44 2.87

ARANK 126.62 ± 7.33 128.95 ± 7.28 .89

ARHIP 166.41 ± 8.13 166.44 ± 8.49 .00

ARTHI 20.41 ± 9.51 18.42 ± 7.90 3.43

ATORS 7.88 ± 4.13 9.58 ± 5.76 5.47
*

 *, p<.05  **, p<.01

無感情 楽しさ

Phase2
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( r = .74, p < .05)で有意に高い相関があったのに対し，楽しさでは VLWRI  ( r = .92, 

p< .001) ，VRELB ( r = .72, p < .05) ，DWRI( r = .67, p < .05)で有意に高い相関がみられ

た（表 4-3）． 

 

 

      表4-3. Phase2における左肘関節スピード（VLELB）の相関

無感情 楽しさ

HSHD .60 .41

SLSHD  　.77
**

.52

SLELB  ― ―

SLWRI 0.67
*

   　.92
***

SLHPI .55 .00

SLKNE 　.73
*

.57

SLANK .13 .62

SLMP5 .13 .44

SRSHD 　.67
*

.22

SRELB 　.68
* 　.72

*

SRWRI -.07 .57

SRHIP .42 .06

SRKNE .57 .15

SRANK .28 .48

SRMP5 .27 .23

DWRI .74
* 　.67

*

DELB .56 .35

DMP5 -.05 -.02

DKNE .30 .17

SDWRI .13 .60

SDELB .30 .42

SDMP5 .23 .61

SDKNE .24 .40

ALELB .40 .41

ALKNE .12 .36

ALANK .12 -.17

ALHIP -.34 -.14

ALTHI .42 .01

ARELB .10 .41

ARKNE .14 .23

ARANK -.08 -.24

ARHIP .00 .04

ARTHI .13 -.23

ATORS .35 -.11

*, p < .05  **, p < .01  ***, p < .001

SLELB
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４．５．考 察 

楽しさの有無による感情判別では，5局面において 70％以上で判別され，特に Phase局

面ではすべての局面で判別された．P1では VLWRI，ALELBが抽出された．これは左方向

から正中面に向かう上体の回旋に際して，左手関節の速さや左肘関節の屈曲で感情の違い

が判別されたといえる．P2では VLELB，DWRI，DKNE，P3では VLHIP，ARTHIが抽

出された．P2 と P3 は両肘関節を起点に左右に上肢を開きながら，両足ジャンプで右移動

する動きである．そのため，感情の有無による判別は，ジャンプの開始時では左肘関節の

速さ，手関節間距離と膝関節間距離でされた．また，着地時では左大転子スピード，右脚

の大腿部の角度で判別されたと考えられる．P4では VLANKが抽出されたため，左上腕に

よるパンチ姿勢には左足関節を中心とした下肢の動きで感情の判別ができたといえる．次

に Eventでは，E2のみ判別された．この結果より，楽しさの有無は，姿勢（Event）より

も動作（Phase）で判別されたといえる．特に 8 局面のうち動作の開始前半部分にあたる

P2，E2，P3において，70%以上で判別された．このことから，ニュージャックスイングに

おいては，ジャンプ移動の際に行われる両肘関節の挙上と手関節の伸展動作の同時動作で

感情を表現しており，楽しさは姿勢（Event）ではなく動作中（Phase）において表現して

いたといえる． 

次に 8局面の中で，最も正判別率が高かった P2において，強度別における変数の差異を

明らかにした結果，HSHD，VLSHD，VLELB，VLWRI，VLKNE，VRSHD，VRELB，

ATORSにおいて，楽しさが無感情より有意に高い値であった．この結果より，楽しさは無

感情に比べ，速い両肘関節の挙上と左手関節の伸展，そして前傾姿勢による高いジャンプ

であったと考えられる．また，VLELBに対して無感情では，VLSHD，VLWRI，VLKNE，

VRSHD，VRELB，DWRIで相関がみられたのに対し，楽しさでは VLWRI，VRELB， DWRI

に相関がみられた．そのため，無感情では両肩や両腕に関連があったのに対し，楽しさで

は，VLWRI（p < .001），VRELB（p < .05）で相関がみられたことから，左右の肘関節に

よる挙上の速さと左手関節の伸展スピードが感情の有無に関連していたといえる．第 3 章

の結果や先行研究において，上肢は感情の違いを表現するにあたって動作特徴量の違いが

明確である身体部位であった（Dyck et al.，2013）．本章においても無感情に比べ楽しさで

は，左右の肘関節スピードに有意な差がみられたことから，感情表現には下肢ではなく左

右の肘関節と左手関節のスピードが感情の有無に関与していた．ダンスにおけるステップ

とは，ダンスのパターンを形成する一連の脚の運び（Pollard and Liebeck，1994）をさす．
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しかし，踊るという行為は全身運動であるため，ステップを踏むと同時に腕の動きや顔の

向きなど上半身にも動作が伴う．例えば，クラシックバレエにおけるパ・ドゥ・シャ（pas 

de chat：片足ずつ膝を曲げながらジャンプし横方向に移動する）を行う時にも，脚の運び

だけでなく，腕は第 3ポジション（3rd position ：片腕を横に伸ばし，もう一方の腕を胃

の前に楕円形で支持するポーズ）や，アン・オー（En Haut ：両手を楕円形に拳上するポ

ーズ）でそのステップを行うように，ダンスでは脚の運びを行う際には必然的に腕の動き

も伴う．また， ヒップホップダンスにおいても，Rajakumar（2012）によると，その目的

はダイナミックな動作から受ける流動的な印象から，身体の様々な部位を意図的に使うこ

とであり，さらに腕や足，厳格な顔つきさえも態度として表現されることから，ダンスの

ステップを表現するとは，上半身の動きや姿勢を伴って一連の脚の運びを行うことだと考

えられる． 

本研究の結果から，ステップで構成されたダンスにおいても楽しさの感情の有無によっ

て違いがみられたことから，仮説を一部支持するものであった．そして，ニュージャック

スイングでは上肢の動きが楽しさの有無に関与していたことから，先行研究の結果を支持

するものであった． Kleinsmith et al.（2013）は，ノンバーバルコミュニケーション分野

において，身体表現による知覚や認知はセキュリティー，ゲームやエンターテーメント，

教育，ヘルスケア―の分野に応用できると主張している．本研究の結果についても，分析

したニュージャックスイングはダンスの実践や指導に還元できるものであるが，今後は，

さらにヒップホップダンスにおける多様なステップや多様な感情について検証が求められ

る． 

 

４．６．まとめ 

本章では，ニュージャックスイングにおける楽しさの有無による判別および動作特徴を

三次元動作解析にて明らかにすることを目的とした．男女 10 名の被験者に 80 秒のヒップ

ホップダンスを踊らせ，60 秒経過後のニュージャックスイングを分析の対象とした．時空

間に関する 34変数を設定し，判別分析および動作特徴量の違いを求めた．さらに，判別に

貢献する代表的な関節部位と他の変数との相関を求めた．その結果，以下の 3 点が明らか

になった． 

1）感情の有無による判別分析では，動作場面にあたる 4局面において 70％以上で判別され 

た． 
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2）最も正判別率が高かった Phase 2において，強度の違いによる動作特徴を明らかにした 

結果，両肩の高さ(t (9)=8.15, p < .05)，左肩関節スピード(t (9) = 16.41, p < .01)，左肘関

節スピード(t (9) = 18.31, p < .01)，左手関節スピード(t (9) = 11.53, p < .01)，左足関節ス

ピード(t (9) = 11.21, p < .01)，右肩関節スピード(t (9) = 5.54, p < .01)，右肘関節スピー

ド(t (9) = 6.75, p < .05)，上半身における前傾角度(t (9) = 5.47, p < .05)において有意な差

がみられた． 

3）楽しさにおいて，左肘関節スピードと左手関節スピードに最も高い相関（r = .92）がみ

られた． 

これらの結果から，ヒップホップダンスのニュージャックスイングにおいて，楽しさの有

無による表現が可能であり，左右の肘関節による挙上の速さと左手関節の伸展スピードが

感情の有無に関連していたため，上肢は感情表現に重要な部位であると示唆された． 
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第５章 総 括  

 

本研究では，現代的なリズムのダンスにおける楽しさについて，演者の内面性および外

面性に着目してパフォーマンスを評価することを主問題とした．第 2章ではダンス発表時

における演者が抱く楽しさの検討として，ダンス・フロー・スケールを作成し，評価実用

性を検討した．第 3章では多様な感情によるダンスステップの表現動作の検討として，ヒ

ップホップダンスのステップの一つであるニュージャックスイングを取り上げ，三次元動

作解析により感情の違いによる動作特徴を検討した．第 4章では第 3章同様に，三次元動

作解析によって，楽しさの有無によるニュージャックスイングの動作特徴を検討した．そ

こで，本章においては，各章で得られた知見を総合的に考察し，本研究における今後の課

題および展望を述べる． 

 

５．１．総合考察 

第 2 章においては，楽しく完全に没入している時に起こる内発的動機付けに基づく主観

的感覚であるフローを用いて，ダンス指導者や学習者がダンス実施中の心理状態や学習内

容の評価指標として活用できるよう，ダンス・フロー・スケールを作成した．そして，ダ

ンス発表時のフローの構成要因を明らかにすること，また，評価実用化にむけてダンス経

験や指導スタイルの違いによるフローを検討することを目的とした． 

日本語版 Flow State Scale（川端・張本，2000）をダンスに適合するよう改編し，高校

生女子 721 名を対象に，体育祭でのダンス発表についてダンス・フロー・スケールを用い

て質問紙調査を行った結果， 探索的因子分析より 3 因子が抽出され，「ダンススキルの有

能感」「夢中」「自己意識の喪失」と命名した． 

次に評価実用化にむけ，ダンス経験や指導スタイル別に因子得点についてマン・ホイッ

トニーの U 検定を行った結果，部活や習い事などのダンス経験者群が体育授業のみの未経

験者群より「ダンススキルの有能感」「夢中」「自己意識の喪失」において有意に高い結果

となった．この結果より，生徒が体育授業のみで高いフロー体験を得るには，ダンス単元

を 1年間のみで実施するのではなく，2年間，または 3年間と選択し継続して実施すること

が，生徒にとってよりフローを経験し，生涯にわたってダンスを行う資質を育む上で重要

であることが示唆された．また，ダンス・フロー・スケールの有用性として，指導者がダ

ンス発表などを利用し縦断的に測定することで，生徒の能力にみあった学年別カリキュラ
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ム編成や授業計画，そして，指導内容の確認，授業内容や計画の改善に活用が考えられる．

その他，教師主導による一斉指導の演技群と生徒主体の創作演技群について，因子得点を

マン・ホイットニーの U 検定を行った結果，「夢中」「自己意識の喪失」において，一斉指

導の演技群が有意に高い結果となった．この結果より，生徒が創作した作品を発表しフロ

ーを体験するには，作品内容における生徒の挑戦水準と技能水準とを高めなければならな

いと推察された．そのため，本尺度は授業内で用いることで，指導者は生徒にとってふさ

わしい挑戦課題見つけ，適切な助言や支援を行うこと．また，生徒のダンススキルを向上

させ，生徒が創造した事柄を体現しやすい身体づくりや仲間づくりに有用であるといえる．  

以上，第 2章より，現代的なリズムのダンスにおける楽しさの評価尺度を作成すること 

で，学習者のダンスにおける動機付け，挑戦水準と技能水準のバランスが確認できるため，

学習場面や指導場面に活用が可能であるという仮説を支持し，本尺度の評価実用性が示さ

れた． 

 

第 3 章においては，振りといわれる各種ステップの構成によって行われるヒップホップ

ダンスにおいて，自然な人間の表現として類似していると捉えられているモダンダンスと

同様に感情表現が可能であり，感情の違いによる表現では，脚の運びによって異なる動作

特徴をもつと仮説を設定した．その仮説を検証するため，ヒップホップダンスの代表的な

ステップであるニュージャックスイングを取り上げ，三次元動作解析により，感情の違い

（楽しさ，悲しさ，怒り）による動作を定量化し判別を行うことで，感情表現を検証した．

ニュージャックスイングのステップを動作局面（Phase）4 局面と姿勢局面（Event）4 局

面からなる 8 つの局面に分類し，説明変数として時空間に関する 34 変数を設定した．10

人のダンサー（男女 5 名, 平均年齢 26.9±12.8 歳, 平均舞踊歴:4.6±6.2 年）を対象に三次

元動作解析を行った．各局面について判別分析を行い，正判別率の最も高い局面について

動作特徴量を求めた結果，感情の違いは主にニュージャックスイングの後半部分である 4

局面において判別され，パンチを打つ動作（Phase 4）が最も正判別率が高い値を示してい

た．そして，Phase 4について，感情の違いにおける動作特徴量を算出した結果，時性に関

する 13変数，空間性に関する 6変数に有意な主効果が認められた．特に，パンチを打つ動

作（Phase 4）が最も楽しさを表現する動作といえ，左右の上肢（4変数）や下肢（5変数）

の速さが，悲しさに比べ速く行われていた．また，怒りの表現については，悲しさに比べ

左肩関節スピードが速く，肘関節間距離や右足関節角度が高い値を示していた．一方，悲
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しさの表現では，右肘関節角度のみ楽しさに比べ高い値を示していた． 

以上，第 3 章より，ヒップホップダンスのステップであるニュージャックスイングにお

いても感情の違いによるが判別でき，主に上肢の動きであるパンチ動作が最も感情表現に

関連していたことが明らかになった．特に，悲しさに対して楽しさや怒りに表現の違いが

あったことから，仮説を一部支持する結果であった． 

 

第 4 章では，民俗の習慣や文化より派生し運動そのものが楽しく，生き生きとした舞踊

活動であるフォークダンスと同様に，ヒップホップダンスにおいても楽しさの感情表現が

可能であり，脚の運びによって楽しさは表現できると仮説を設定した．第 3 章同様，ヒッ

プホップダンスのステップの一つであるニュージャックスイングを取り上げ，楽しさの感

情表現の有無による判別および動作特徴を，三次元動作解析にて明らかにすることを目的

とした．10人のダンサー（男女 5名, 平均年齢 26.9±12.8歳, 平均舞踊歴:4.6±6.2年）を

分析の対象とし，第 3章と同様に時空間に関する 34変数を設定した．判別分析および動作

特徴量の違いを求め，判別に貢献する代表的な関節部位と他の変数との相関を求めた結果，

感情の有無による判別分析では，動作場面（Phase）にあたる 4 局面で 70％以上の判別が

された．最も正判別率が高かった Phase 2 において，感情の有無による動作特徴を明らか

にした結果，両肩における高さ，左肩関節スピード，左肘関節スピード，左手関節スピー

ド，左足関節スピード，右肩関節スピード，右肘関節スピードが，無感情より楽しい感情

表現では有意に速い値を示していた．また，上半身における前傾角度は有意に高い値を示

しており，無感情より前傾していた．さらに，左肘関節スピードと左手関節スピードに最

も高い相関が見られたこから，楽しさの表現の特徴には，両足ジャンプにより横移動時に

伴う両手の開きが無感情より速く，特に左肘関節と左手首に関連があったといえる． 

以上，第 4章より，ニュージャックスイングにおいて楽しさの表現特徴が明らかになり，

主に左上肢による速さが楽しさの表現に関連していることから，仮説を一部支持する結果

であった． 

 

 各章の結果をふまえ，現代的なリズムのダンスにおけるダンスパフォーマンスの評価に

ついて，ニュージャックスイングを用いて総合的に検討する．例えば，高校生にニュージ

ャックスイングの動きを教示し，生徒がその動きを習得する場面を想定する． 

第 2章で得られた知見より，ニュージャックスイングの練習や発表時にダンス・フロー・
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スケールを活用すると，指導者や生徒は「ダンススキルの有能感」「夢中」「自己意識の喪

失」といったフローを確認することができる．指導者はこの尺度の結果を用いて生徒のフ

ローを把握することで，レディネスが確認できる．そして，生徒には本尺度を用いて，ニ

ュージャックスイングを行う際の楽しさや没入状態を把握することができるため，自身の

踊りに対する動機付けや技能が確認でき，創作時には技の難易度が調整できる． 

また，第 3 章，第 4 章で得られた知見は，ニュージャックスイングの実践や表現指導に

有用できる．指導者には，指導者の主観に頼らず客観的指標による動き方の教示ができる

ため，ダンス指導の乏しい指導者であっても，生徒に対して適確な教示が可能である．さ

らに，指導が統一されるため，指導者が代わっても生徒の混乱を防ぐことができる．また，

生徒には主観に頼らず客観的な指標による動き方が明示されるため，ダンス経験の有無や

体格に関わらず，表現したい感情について適確に身体部位を意識して動作を行うことが可

能である．Abdollahipour et al.（2015）によると，器械体操やクラシックバレエでは，動

作や質を改善するたには身体にシールを貼るといった外的な注意点（external attentional 

focus）や比喩，イメージをもつことが、パフォーマンスの改善に効果的であることを報告

している．そのため，本研究で得られた指標を用いることで，生徒はより身体部位や動き

方に注意を払うことができ，楽しさの表現力を高めることが可能だといえる．具体的には，

第 3 章の結果より，パンチ動作において最も感情の違いを表現しており，主に楽しさは悲

しさに比べパンチ動作のスピードが速いこと．第 4 章の結果より，楽しさの表現の特徴に

は，両足ジャンプによる横移動時に伴う両手の開きが無感情より速く，特に左肘関節と左

手首に関連があったことが指標となるため，これらの知見はニュージャックスイングの指

導や実践に活かすことができる．また，第 3 章，第 4 章で設定した仮説「ダンスステップ

による感情表現は，脚の運びによって行われる」は一部否定され，感情表現は主に上肢の

動きによって行われていた．この結果から，ダンスのステップを行う際には脚の運びに意

識がとらわれやすいため，脚の運びで感情表現が行われるといった見方に新たな見解を提

示することができた．つまり，ニュージャックスイングで楽しさを表現するには，脚の動

きに伴う上肢の動きが重要であるといえる．さらに，第 2 章で作成したダンス・フロー・

スケールをセルフチェックとして併用することで，生徒や指導者は表現力を重視して踊っ

た時の楽しさや没入状態を確認することができる． 

学習指導要領の体育科目によると，その目標を小学校から高等学校まで一貫して，運動

を楽しくできるようにすることや運動の楽しさや喜びを味わう，もしくは深く味わうこと
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を掲げており（文部科学省，2011；文部科学省，2013；文部科学省，2009），各発達段階

に応じて運動のもつ特性や魅力に深く触れる指導を行うこと究極的目標として謳っている．

ここで示された楽しさとは，一過性の楽しさに留まらず，生涯にわたる豊かな身体活動を

育む原動力を養成することを意味している．そのため，本研究で扱ったフロー体験を含む

ポジティブな感情や思考を抱くことは，健康的で自尊感情を高め自己成長を促すなど，そ

の有益性は評価されている（外山，2010；ピーターソン，2010）．現代的なリズムのダンス

とはその名の通り，ダンス単元を行うその時に最盛する音楽やリズムが取り扱われるため，

他の運動種目と比べて指導内容の多様性や特殊性を有している．しかし，人がダンスを実

施する際に抱く楽しさや心地良さは，ダンスの誕生から現在に至るまで変わることのない

普遍的な情動である．そのため，楽しさを主点に得られた本研究の結果は，ダンス指導や

実践場面において感覚的にとらえられていた楽しさについて，実施者の内面性および外面

性から客観的に評価できたことに意義がある．また，本研究による知見は，今後の舞踊教

育に寄与するとともに，現代的なリズムのダンスにおいて新たな視座を与えるものだと考

える．  

 

５．２．今後の課題 

 本研究においては，第 2章の調査対象者は女子高校生と限定されていた．また，第 3章，

第 4 章においては，分析の対象となったステップや感情は限定されたものであった．その

ため，次の 2 点において結果の一般化が制限された．第 1 に現代的なリズムのダンスにお

ける楽しさの評価尺度を作成するにあたって，サンプル数の確保が十分にでき，現代的な

リズムのダンスを全学年にわたり単元に取り入れ，研究の趣旨に協力を得た高等学校を対

象としたため，回答者の性別は女子生徒と限定された．第 2 に感情表現の分析に用いたヒ

ップホップダンスのステップは，ダンス経験のない被験者を対象とした予備実験より，被

験者に感情表現が可能だと支持があり，動作に安定性がみられたステップ（ニュージャッ

クスイング）とした．今後は幅広い年齢層や性別，多様なダンスについてダンス・フロー・

スケールの妥当性，ダンスにおける感情表現を検証することが課題として残された． 
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